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編集方針

「統合報告書2025」は業績や事業戦略などに加え、サステナビ
リティに関する活動などの非財務情報を総合的に報告する「総合レ
ポート」として編集しています。

中長期的視点に立ってステークホルダーに配慮しながら、持続的
な企業価値向上に取り組むアイエスエフネットグループをご理解い
ただければ幸いです。

■記載に関する注意事項
本冊子に記載されている「健康経営」は特定非営利活動法人健康

経営研究会の登録商標です。また、本冊子内の「アイエスエフネッ
ト」および「ISF NET」、「当社」という表記は、一部「アイエス
エフネットグループ」全体をさす場合があります。

■免責事項
本冊子は、アイエスエフネットグループの業績およびグループ事

業戦略に関する情報提供を目的としたものです。本冊子の内容には、
将来の業績に関する意見や予測などの情報を掲載することがありま
すが、これらの情報は、冊子作成時点のアイエスエフネットの判断
に基づいて作成しております。よって、その実現・達成を約束する
ものではなく、今後予告なしに変更されることがあります。本冊子
利用の結果生じたいかなる損害についても、アイエスエフネットは
一切責任を負いません。また、本冊子の無断での複製、転送などを
行わないようにお願いいたします。

報告範囲 アイエスエフネット / アイエスエフネットグループ

報告期間 2025年12月期（2025年1月～12月）

発行年月 2026年3月

参考ガイドライン 国連グローバル・コンパクト
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Our Philosophy

■ 経営理念

E＆E (Employment & Environment)
アイエスエフネットグループは“次世代の働く環境の創造と限りある資源の有効活用”を目指しています。

Employment : 雇用創造
アイエスエフネットグループは、2006年に掲げた5大採用の目標を2010年に達成し、その後10大雇用、20大雇用、25大雇用、30大雇用へと

拡大し、広く就労困難な方々の雇用の創造に取り組んできました。そして2021年からは、項目に縛られない幅広い雇用を目指し「ダイバーイン雇
用」と名称を変更しました。このスローガンを掲げ、当グループの大義である雇用の創造へのさらなる挑戦を始めました。

ダイバーイン雇用では、さまざまな事情で就労が難しい方々に対して、安心して働ける環境を創造し、提供します。働く環境をつくるというこ
とは大変難しいことですが、一人でも多くの方に「働くことの喜び」や「生きがい」を見出していただけるよう、取り組んでいます。これらは、
アイエスエフネットグループの全従業員が大切にしている共通の想いです。

Environment : 環境保護
地球温暖化や環境破壊が深刻化するなか、アイエスエフネットグループはIT関連製品の再利用を推進し、資源の有効活用と廃棄物削減に取り組ん

でいます。また、ネットワークの提供を通じて企業のDX推進やクラウド活用を支援し、エネルギー消費や環境負荷の低減にも貢献しています。こ
れからも、持続可能な社会の実現に向けて、ITを活用した環境対策を進めていきます。
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■ 基本理念

アイエスエフネットグループに関わるすべての人々の環境の創造と幸せの追求
アイエスエフネットグループに関わる従業員、お客様、取引先、地方自治体、金融機関など、すべてのステークホルダーに対し、より良い環境を築き、

幸せを追求しています。創業以来、雇用の創出や働きやすい環境づくりに取り組み、より多くの価値を生み出してきました。今後も、働く環境をさらに
向上させ、すべての人が幸せを実感できる未来を築いていきます。

地域社会、グローバルな社会への貢献
アイエスエフネットグループでは、地域社会やグローバルな社会への貢献を積極的に行っていきます。
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■ ISC、DSP、ホスピタリティの考え方
私たちアイエスエフネットには、ISC、DSP、ホスピタリティという、

人間性を大切にした重要な企業文化があります。これらは私たちのア
イデンティティであり、他社との差別化と会社の成長に大きく関係して
います。入社の段階からISC、DSP、ホスピタリティの考え方を伝え、
共感した人が集まっており、入社後も定期的な研修を受けることで人財の
価値を高めています。

これらの考えのもと、社員一人ひとりが行動することで、アイエスエフ
ネットに関わるすべての人に気持ちの良い環境を提供します。

ISC（ISF NET Standard Concept）
多くの人は人間関係に関する悩みを抱えています。私たちは人間関係が

理由で悩みを抱えたり、仕事ができなくなることのない職場環境を
つくりたいと考え、「一緒に働きたいという人だけがいる会社にする
ために」というコンセプトを全社員に共有しています。

DSP（Design Story Project）
利他的で能動的な社風を保ちISCを実現させるために、私たちが日頃か

ら意識すべき行動や価値観を示しています。これは若手メンバーが中心
となり策定したもので、2022年から実施しています。

ホスピタリティ
一般的に「おもてなし」や「思いやり」という意味で捉えられ、サービ

ス業を中心に使われている言葉ですが、人間性を重視するアイエスエフ
ネットでもホスピタリティを取り入れています。

 尊重し合う
 オーナーシップを持つ
 変化を楽しむ

 常に誠実、素直な姿勢
 約束を守る
 笑顔で挨拶、言葉がけ

DSPの行動規範
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過去最高益の先に見据える「本質的な成長」
2025年度、私たちは大きな転換点を迎えました。
昨今の経済環境の急激な変化、特に物価上昇を背景に、私たちは従業員の生活

基盤を守り、安心して業務に取り組める環境を最優先課題と位置づけました。
ITインフラエンジニアの市場価値向上と処遇改善を経営の根幹とし、約1年を
かけて制度改革を進めてまいりました。

この改革は、数字に明確な結果をもたらしています。2025年度は、売上・
利益ともに過去最高を更新しており、特に10月の営業利益は前年比で約3倍と
いう目覚ましい伸びを記録しました。

この躍進は、単なる外部環境の追い風によるものではありません。真の
原動力は、当社の核である「エンジニアのレベルアップ」にあります。

当社は、「育成実績日本一」を掲げ、社内プロモーションを積極的に推進し
ています。エンジニア一人ひとりがスキルを高め、上位等級へと昇格すること
が、お客様への提供価値の向上、「契約単価のアップ」に直結し、強固で持続
可能な収益構造を確立しているのです。

このビジョンを全従業員と共有するため、私は自ら全国の拠点を回る「帰社
会」の場を重視しています。画面越しではなく、私自身の言葉で直接語りかけ
ることで、エンジニアの中に眠る「成長への情熱のスイッチ」を入れたいので
す。お客様から高く評価されたエンジニアを全従業員の前で称賛し、その成功
事例を共有することで、従業員のエンゲージメントを高め、組織全体がポジ
ティブに高め合う文化を醸成しています。

トップメッセージ

アイエスエフネットグループ 代表
株式会社アイエスエフネット 代表取締役
最高経営責任者

「育成日本一」が切り拓く、
ITインフラの新たな価値と社会貢献
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管費率の適正化を進め、その成果をさらなる原
資として活用することで、従業員の給与を業界
最高水準へと引き上げます。頑張った人が正当
に報われ、その成果を実感できる環境こそが、
当社の安定したサービス品質を支えています。

ダイバーイン雇用が切り拓く
未来のITサービス

私たちは、ITの力で社会の垣根をなくす「ダ
イバーイン雇用（ダイバーシティ推進）」の取
り組みを加速させています。

就労市場で不利な状況に置かれがちなシニア
人材に関する社会課題に対し、当社はシニア人
材が持つ豊富な知見を重視しています。今後5
年間で200名のミドルを含むシニア人材の採用
を計画し、積極的に採用を進めます。シニア人
材と若手メンバーが連携して案件に参画する
「スキルシェアリング」を推進し、シニア人材
の豊富な経験とスキルを次世代に円滑に継承す
ることで、組織全体の知識レベルと競争力の向
上を図ります。

LGBTQIA＋への取り組みとして、誰もが安
心してオープンにできる環境づくりを進め、多
様な声が経営の力となる組織を目指しています。

障害者雇用（FDM）の分野においても、新
たにAIスキルを組み合わせることで、生産性を
飛躍的に高め、世界にインパクトを与えるよう
な新しい働き方の創出を模索しています。

また、当社には270名以上のグローバル人材が
在籍し、語学力と技術力を兼ね備えたバイリン
ガルインフラエンジニアの人数は、業界トップ
クラスであると自負しています。グローバル人
材が最大限に活躍できる場を創出するため、グ
ローバル展開も積極的に推進しています。グ
ローバル市場では、アジアを中心としたITイン
フラ支援のワンストップ化を推進し、「日本発
のグローバル・ITサービス企業」としての地位
を確固たるものにしてまいります。

文化を継承し、未来を創造する
私が最も大切にしているのは、創業から培っ

てきた「ISC」「DSP」という企業文化です。
いかに優れた技術があろうとも、謙虚さや利他
の精神がなければ、真にお客様の心を満たす
サービスは提供できません。そして、多様な
バックグラウンドを持つ仲間たちが、一つのビ
ジョンのもとに集う。この安心・安全に働ける
環境こそが、私たちの成長のエンジンです。
2030年に向け、従業員の待遇を1.5倍に改善と
いう目標の達成、そして名実ともに「育成日本
一」の企業を目指します。私たちは、エンジニ
アの幸せがお客様の満足に直結し、それが社会
の発展に寄与する「三方良し」の経営を、これ
からも愚直に貫いてまいります。

独自モデルによる醸成
2025年度はエンジニアの成長を促進させる

ための取り組みや施策検討を行いました。その
一つとして、エンジニアの成長意欲を向上させ
る「アイキャリアフォーラム」を開始しました。
これは、普段お客様先で業務をするエンジニア
とのつながりをつくる機会となっています。

また、自身のキャリアパスをエンジニア自身
で考える施策を進めています。お客様に「この
人でなければならない」と心から信頼されるエ
ンジニアに成長することが私たちのビジネスで
重要と考えています。現在、中堅と上位レベル
のエンジニアは驚異的なペースで増加していま
す。

「利益還元（IRP）」が実現する
業界最高水準の待遇

当社は未上場企業としての特性を活かし、利
益の使途において明確な優先順位を持っていま
す。それは、株主配当ではなく、「従業員への
直接的な還元」と「未来への教育投資」です。

本年度の営業利益の半分を、利益連動型報酬
（拡大IRP）として従業員に還元しました。努
力し成果を上げた従業員には、年収ベースで
250万円以上アップするような大胆な還元を
行っています。
さらに、販売管理部門の生産性向上を図り、販

トップメッセージ
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ITインフラエンジニアの理想郷へ
現在、労働人口の減少やIT人材の不足、そして働き方の多様化といっ

た大きな社会の変化が起きていますが、私たちは、これら社会課題の解
決を事業成長の機会と捉えています。アイエスエフネットは、これまで
未経験からエンジニアを育ててきた実績と、全国の拠点を活かし、時間
や場所に縛られることなく誰もが活躍できる「ITインフラエンジニアの
理想郷（ユートピア）」を目指しています。

アイエスエフネットは、国内トップクラスとなる約500名の高度人材
を擁しています。2030年に向けた長期ビジョンとして、中堅・高度IT
インフラエンジニアを現在の2倍である1,000名への拡大を目指し、事
業領域をプリセールスやコンサルティングといった「上流工程」へ広げ
ていきます。この目標を実現するために、経験豊富なシニアエンジニア
と若手・中堅層が同じプロジェクトで共に働く「スキルシェアリング」
を推進し、現場での実践経験を通じて、生きた技術を次世代へとつない

採用力強化

待遇・条件改善

キャリアパス改善

営業力強化

マッチング効率UP

エンジニアケア

経験者採用

リカレント教育

内勤技術者連携

人材サービス

提案営業力・技術スキル強化

外部パートナー企業・人材活用

経験者採用

内勤技術

事業成長の施策

でいきます。また、プロジェクトマネジメントなどの高付加価値なスキ
ル習得を支援し、請負プロジェクトへのシフトを進めながら、エンジニ
ア一人ひとりの市場価値を高め、自由に働ける環境を整えてまいります。

グローバル戦略においては、世界共通の技術であるITインフラを軸に、
国境を越えた連携を強めています。アジア市場を起点として、日本企業
の海外進出や海外企業の日本進出を双方向にサポートするビジネスモデ
ルを確立しました。さらに、国内のバイリンガルエンジニアがリモート
で海外拠点を支える「逆オフショア」モデルも展開します。

そしてアイエスエフネットは、性別、年齢、国籍、障がいの有無に関
わらず、すべての人が自分の仕事に誇りを持てる環境を目指します。

社会から必要とされ続ける人材へと成長し、それに見合った高い報酬
を得られる組織を築いていきます。

施策効果
(好循環サイクル)
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技術と人材が共鳴する組織を目指して
アイエスエフネットは創業以来、ITインフラ領域における「人材育成」

を企業の核に据えてきました。急速に進化するデジタル社会において、
インフラエンジニアの役割は単なる「守り」から、ビジネスの成長を
支える「攻め」の要へと変化しています。この変化の激しい時代におい
て、エンジニア一人ひとりが自身のキャリアを主体的に描き、学び続け
る環境を提供することは、当社の持続的な成長において欠かせない要素
です。

自律型エンジニアを育む基盤の構築
2025年度は、長年培ってきた「人」中心の文化に「デジタル技術」

を融合させることで、育成と配置の最適化を図りました。
エンジニアが自身の市場価値を理解し、主体的にキャリアを築くため

には、客観的な指標が必要です。私たちは本年度、以下の施策を通じて
エンジニアのキャリア支援を強化しました。

エンジニアスキルマップの導入

本年度最大のマイルストーンは、12月に運用を開始した「エンジニ
アスキルマップ」です。従来のスキル評価は定性的になりがちでしたが、
このスキルマップでは、エンジニアが保有する技術、資格、実務経験を
デジタルデータとして定量化し、「社内偏差値」や多角的なレーダー
チャートとして可視化することに成功しました。

これにより、エンジニアは「現在の立ち位置」と「次に目指すべき目
標」を客観的に把握できるようになりました。社内平均や同年代のエン
ジニアと比較することで、自身の強みや不足しているスキルが一目了然
となります。12月に導入したものですが、すでに学習意欲の向上の声
が確認されており、会社主導ではなく、エンジニア自らがキャリアパス
を描く「自律的な成長」を促すための強力な基盤を構築できたと実感し
ています。

2025年度、技術本部では「エンジニアの自律的成長」をキーワード
に、教育、評価、そしてアサインメント（案件配属）の仕組みを根本か
ら見直しました。私の役割は、技術ナレッジの体系化と育成環境の整備、
そしてデータの活用によってエンジニアの可能性を最大限に引き出し、
お客様へ提供する価値を最大化することです。本年度の成果と、2030
年に向けた私たちの新たな技術戦略についてご報告いたします。

株式会社アイエスエフネット
執行役員 / 最高技術責任者

浜田 将稔

市場に合わせた技術力の強化
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市場に合わせた技術力の強化

データセンター運用と「チーム型マネージドサービス」

生成AIの普及により地方でのデータセンター建設が加速する中、当社で
は全国14拠点のネットワークを活かした「チーム型マネージドサービ
ス」を強化しました。

慢性的な人材不足が課題となる地方のデータセンターに対し、当社は
チーム単位での業務請負体制を積極的に提供しています。サーバー監視
から障害対応、セキュリティ運用までを一括してサポートし、現場で若
手を育成しながら長期的に安定稼働を支えるモデルを確立しました。

今後は大阪・九州・北海道エリアを中心に体制を強化し、地域のデジ
タルインフラを支える存在を目指します。

AWSおよびクラウド人材の拡大

クラウドシフトに対応するため、実機を用いたAWS構築研修を毎月開
催するなど、即戦力育成に注力しています。資格取得支援と連動させ、
基礎から設計・構築まで担えるエンジニアの層を厚くしています。

内勤技術体制の強化

当社は、特定の技術領域や経営課題へ専門的に対応する「ソリュー
ションカット」の技術部隊を、全国200名体制へと強化いたしました。
この体制拡充により、高度な専門知見を集約し、お客様のあらゆる課題
に対して最適な解決策をスピーディに提案いたします。

また、現場最前線のエンジニアと内勤の専門チームが緊密に連携する
ことで、多角的な視点から高品質な技術支援を実現しました。

今後、この部隊をさらなる中核組織へと成長させ、お客様のビジネス
成長をより強固にバックアップしてまいります。

シニア人材の戦略的活用とスキルシェアリング

IT業界におけるエンジニアの高齢化と若手不足という課題に対し、私
たちはベテラン技術者の知見を組織の資産とするスキルシェアリング
（SS）を強化しました。これは、長年の経験を持つシニアエンジニア
が、現場での業務を通じて若手・中堅へノウハウを伝承・継承し、自身
はさらに上位のキャリアへ移行する仕組みです。

過去3年間で45名のSSを実施した結果、若手の早期戦力化が進んだ
だけでなく、SSを経て異動したエンジニアの顧客単価が平均で約4万円
向上するという成果を得ました。これは、シニア人材がPMや高度なコン
サルティング業務へシフトすることで、個人のキャリアアップと会社の
収益性向上の両立が可能であることを証明しています。2030年までに
ミドルを含むシニア人材200名の採用を計画しており、この循環をさら
に加速させます。

データセンター・クラウド・セキュリティ分野での挑戦
市場ニーズの高い領域へリソースを集中させ、高付加価値なサービス

提供体制を整えました。

防衛産業向けセキュリティ教育（RMF）の展開

セキュリティ領域では、株式会社Japan Aerospace & Defense 
Consulting（JADC）との業務提携により、防衛装備品製造・納入企業に
向けたリスク管理枠組み（RMF）の教育プログラムを共同開発しました。

近年、防衛省のセキュリティ要件が厳格化される中、当社の長年の教
育ノウハウとSHIFTグループのコンサルティング知見を掛け合わせ、実
務に即した演習を含むプログラムを提供しています。これは単なる研修
提供にとどまらず、日本の安全保障を支えるサプライチェーンの強化に
貢献する取り組みです。



成長戦略 サスティナビリティ ガバナンス トピックイントロダクション データセクション 12

ISF NET 統合報告書 2025

市場に合わせた技術力の強化

ムで業務を請け負うことで、現場でのOJTによる育成が可能になり、
エンジニアはより責任ある上流工程へ挑戦しやすくなります。これは、
エンジニアの処遇改善や働き方の自由度向上（リモートワークやフ
レックス制度など）にも直結する重要な戦略です。

アイエスエフネットの未来は、エンジニア一人ひとりの成長の先に
あります。「自分のスキルが正当に評価されているか不安」「将来の
キャリアが見えない」といったエンジニアの悩みに、私たちはデータ
と仕組み、そして情熱で応えます。誰もが安心して技術を磨き、自身
の市場価値を高め続けられる「エンジニアの理想郷」を、技術部門が
先頭に立って実現してまいります。

ステークホルダーの皆様におかれましては、当社の「人材」という
無形資産が技術によって「確かな価値」へと変換され、社会全体のデ
ジタル基盤を支えていくプロセスに、引き続きご期待いただければ幸
いです。

今後の展望：2030年に向けた新成長戦略
私たちは「2030年までにITエンジニア育成日本一」を目指していま

す。エンジニアが成長できる環境を提供するため、従来の「受け身の
教育」から脱却し、エンジニア自身が主体的に学びを選択し、動き、
実現できる環境を築き上げます。

具体的には、教育投資や研修制度を大幅に拡充し、次世代リーダー
育成プログラムを実施します。シニアから若手へのスキルシェアリン
グを加速させ、エンジニア一人ひとりが長期的に活躍できるスキル基
盤を構築します。2030年には、中上級レベルのエンジニアを1,000名
体制に引き上げる計画です。

また、プロフェッショナル職の拡充として、プロジェクトマネー
ジャーやプリセールスの育成を加速させます。「作業要員」ではなく、
お客様の経営課題に技術で応える「提案型人材」へシフトさせます。

PM、プリセールス人材の育成（2030年までに300名）

市場においてニーズが高いプロジェクトマネージャー（PM）および
プリセールスエンジニアの育成を強化し、2030年までに計300名を輩出
する計画です。特にプリセールスについては、パートナー企業のソリュー
ションを深く理解し、営業活動まで支援できる「エンジニア×営業」の
ハイブリッド人材を短期間で育成する独自スキームを本格稼働させてい
きます。

請負・準委任案件の強化による高付加価値化

人材の高度化に伴い、ビジネスモデルも進化させます。従来の労働者
派遣契約中心から、成果や業務遂行に責任を持つ「請負」や「準委任」
契約の割合を高めていきます。

データセンターのマネージドサービスなどがその先駆けですが、チー
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パーパス経営

パーパス経営に基づく5つの軸
アイエスエフネットは、社会の変化に対応

しながら、さらなる成長と価値提供を実現す
るために、パーパス経営に基づく「5つの軸」
を策定しています。
このパーパスを掲げることで、多様なステーク
ホルダーとの共感を生み出すだけでなく、従業
員のモチベーション向上や中長期的な企業価値
の向上へとつなげていきます。

健 康 経 営

デ ザ イ ン
経 営

人 的 資 本
経 営

E S G
S D G s
経 営

戦 略 組 織
経 営 I T イ ン フ ラ

エンジニアの
理 想 郷 へ 。

健康経営
従業員が心身ともに健康で、年齢を重ねても

安心して働ける環境づくりを目指し、「健康の
追求」をスローガンに掲げています。健康で
いきいきと働ける未来を全従業員で追求し、創
造性や生産性の向上に取り組んでいます。時代
に合わせながら、健康経営を継続的に推進して
いきます。

デザイン経営
「心地よさの追究」をテーマに、ワクワクする

未来をデザインします。そのために、より良い
人間関係の構築を重視し、人間性を大切にして
います。ISC、DSP、ホスピタリティにあふれ
る文化や人間性の基準を設け、相手を想いやる
能動的な行動から生まれる感動のストーリーが、
当社のブランド価値を形成し、イノベーション
を創出しています。その先に、真の「ダイバー
イン雇用」を実現します。

人的資本経営
アイエスエフネットでは、従業員一人ひとり

を会社の貴重な財産と捉えています。人的資本
経営においては、人材の価値を最大限に引き出
すことをミッションとし、継続的に取り組みを
進めています。

ESG・SDGs経営
「ダイバーイン雇用」を理念の中心に据え、

個々の強みや弱みを理解し、多様な事情で就労
が難しい方でも安心して働ける環境づくりを
推進しています。アイエスエフネットでは、
やりがいを持てる仕事を創出し、社会課題の
解決と企業の成長（トレードオン）の両立を
目指します。

戦略組織経営
各部門のビジョン・ミッションの共有を強化

し、部門間の連携をより一層深めていきます。
また、従業員一人ひとりの強みとタスクを適切
にマッチングし、公正な評価と待遇向上につな
げる仕組みを構築することで、モチベーション
の最大化を図ります。

私たちは常に安定したIT環境を構築し、やさ
しさと寛容さを胸に抱きながら、新たなインフ
ラを創造していきます。それこそが、私たちが
目指す「ITインフラエンジニアの理想郷」です。

そして何より、私たちには数多くの貴重な
人材がいます。 その人財が最大限の力を発揮
することで、世界中のさまざまな問題を解決で
きると、私たちは心から信じています。
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10のビジョン
アイエスエフネットでは従業員の意見をもとに、近い将来の目標を

「10のビジョン」として作成し明示しています。ビジョンを従業員と共
有することで、目標に向かって達成しようとする意思が生まれて組織が
一つになります。

働き方の自由を3年間で実現

魅力的なキャリアパス

5年で待遇倍増！
利益の見える化と配分、そして地域格差をなくす

インフラエンジニアの理想郷へ

人間関係の悩みゼロカンパニーを目指す

シンガポールを中心にアジア・グローバルへ展開

人的資本の最大化

身につけたスキルで社会貢献

性別、年齢、国籍、障がいの有無に関係のない
適正評価と平等な雇用機会の提供

挑戦できる環境創り

VISION3
会社の成長を支える従業員へ利益を公正に還元し、個々の挑戦を後押し

します。独自の個人業績賞与「IRP」に加え、2025年度より新たに業績
連動賞与「拡大IRP」を導入しました。また、「常にこれから5年」を基
準とした「賃金倍増」を野心的な目標として掲げ、ゴールを設けない永続
的な待遇改善を目指していきます。

VISION4
「コンサルタント」「スペシャリスト」「幹部」の3つのキャリアパス

を提示し、多様な価値観のもと適正な評価を行います。さらに、経験豊富
なシニア人材の知見を若手へ継承する「スキルシェアリング」を推進する
ほか、市場価値の高いプロジェクトマネージャーやプリセールスエンジニ
アの養成プログラムも新たに開始しました。

VISION5
「場所・時間・雇用形態」における働き方の自由の実現を目指します。

テレワークや副業、フレックス制の導入を進めるとともに、一度離職した
方も多様な形態で再活躍できる環境を整備しています。事業面でも準委任
契約や内勤プロジェクトの比率を高め、エンジニアの働き方の自由度を飛
躍的に向上させます。

トピック
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事業について
アイエスエフネットグループは、IT事業会社と福祉事業会社で構成さ

れ、それぞれの強みを活かした事業を展開しています。ITと福祉、2つ
の事業を掛け合わせることで、社会課題の解決と企業価値の向上を同時
に実現するソリューションを提供している点が大きな特長です。

IT事業を担う株式会社アイエスエフネットは、ITインフラ領域に特化
したサービスを提供しています。一方、福祉事業においては、株式会社
アイエスエフネットジョイおよび一般社団法人アイエスエフネットベネ
フィットの2社が、障がい者の就労支援に関わる多様なサービスを展開
しています。

ITインフラ事業 障がい者福祉事業

IT事業

アイエスエフネットでは、クラウド、サーバー、ネットワークセキュリ
ティを中心にソリューションを提供しています。

創業以来、「人財育成」に重きを置き、未経験からでもプロフェッショ

トピック

■ DX推進サポートサービス

IT人材不足やコスト面の課題から着手が難しい中堅・中小企
業を対象に、業務のデジタル化を支援するサービスを2025年
4月から開始しました。まずは小さな課題の自動化から始める
ことで、無理なく着実に業務のDX化を前進させます。

■ データセンター案件での育成モデル

近年、AIの普及により日本全国でデータセンターの建設が加
速していますが、管理を担うIT人材は慢性的に不足しています。
特に地方では人材が不足していますが、アイエスエフネットは
日本全国にある14か所の拠点を活かして人材を派遣し、かつエ
ンジニアも成長できるような体制をとっています。

■ Kizuna Global Project

Kizuna Global Project（キズナ・グローバル・プロジェクト）
2025年11月より、海外に進出している日系企業をターゲット
とした、新たな海外事業方針を固めました。この方針のもと企
業とつながることで、バイリンガル人材・専任のIT担当者の不
足、コスト、セキュリティなどの課題を解決いたします。

ナルなエンジニアを育成する教育環境を構築しています。また、技術力
だけでなく、ホスピタリティや人間性を兼ね備えたエンジニアを採用・
育成することで、お客様に安心・安定したサービスを提供します。
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主なソリューション

ヒューマンリソース

全国の拠点からサーバー、ネットワーク、セキュリティ、クラウドなど
に特化した、ITインフラエンジニアをお客様のご要望に合わせてご提案し
ます。

クラウドソリューション

Azure、AWSなどさまざまなクラウドソリューションに対応していま
す。お客様のご要望をヒアリングしながら最適なクラウド化を計画し、
運用・保守までサポートします。

セキュリティソリューション

情報セキュリティの強化とエンジニアの人材不足に関する課題に対して、
お客様のご要望に合わせたセキュリティサービス「MIERUシリーズ」を
提案します。

ITインフラ構築・運用

企業内インフラの現状と課題を把握し、お客様のご要望に応じて、ベン
ダー製品を組み合わせて、高品質なITインフラを構築します。

グローバルソリューション

海外に事業展開しているお客様向けに、日本クオリティのきめ細やかな
対応力を強みとしたバイリンガルエンジニアによる人材派遣サービスを提
供しています。

運用・保守や監視業務をはじめ、セールス支援から設計・構築まで、グ
ローバル環境においても高い品質と安心を両立したITインフラサービスを
ワンストップで支援します。

エンジニア紹介

創業25年の実績とノウハウを活かし、お客様のニーズに合った人材を
ご紹介いたします。エンジニアはアイエスエフネットの研修環境を使い、
教育・リスキリングを行っているため、即戦力人材をご提案します。

障がい者法定雇用率達成サポート

企業の法定雇用率の達成をサポートする「チャレンジドオフィス」の
サービスと定着支援コンサルティングサービスなどを展開しています。

事業について
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事業について

福祉事業

アイエスエフネットジョイは、障がい者の「働きたい」を実現するため
に、実践的なスキル習得とキャリア支援を行っています。PCスキルやビ
ジネスマナーなど、現代のビジネス現場で求められる実務能力を習得でき
る環境を提供しています。就労移行支援から定着支援まで一貫したサポー
トを行い、社会で活躍できる仕組みを構築しています。

一方、アイエスエフネットベネフィットは、一人ひとりのペースで社会
参加できるように支援しています。「働く」ことへのハードルを下げ、体
調に合わせて軽作業などに従事できる就労継続支援B型に加えグループ
ホームを展開しており、長期的な自立と安定した生活を支える仕組みを構
築しています。

2024年に2.5%に引き上がった法定雇用率は、2026年7月には2.7%に
なります。そのため、企業における障がい者雇用の重要性は一層高まって
います。この状況を受け、アイエスエフネットグループは、これまで培っ
てきた障がい者の採用・育成のノウハウを活かし、企業の法定雇用率達成
に向けたサポートをより強化しました。

企業向けの主なサービス

トピック

■ 労働者派遣事業許可

2025年9月1日、労働者派遣事業の許可（許可番号：派13-
318151）を取得しました。障がい者がより多様な働き方がで
きる社会を目指すため、新たに労働者派遣事業の仕組みを活用
することで、従来よりも幅広い職種や環境で活躍できる機会を
提供していきます。

■ 就労選択支援サービス

2022年の障害者総合支援法改正により創設された「就労選択
支援サービス」を、2025年10月1日より沼津事業所と福島事業
所の2拠点で開始しました。社会福祉士資格の保有者をはじめ、
豊富なノウハウを有する担当者が運営にあたり、着実に実績を
積み上げ、将来的には他拠点への展開も視野に入れています。

■ 従業員に向けた帰社会を実施

2025年は、アイエスエフネットジョイとアイエスエフネット
ベネフィットで働く従業員向けに、待遇向上や支援体制の強化
に関する会社方針を伝える帰社会を実施しました。拠点ごとに
従業員が一堂に会し、組織の方向性やビジョンを共有すること
で、組織としての一体感を高め、現場の声を経営に反映するた
めの基盤づくりを目的としています。

 雇用支援：チャレンジドオフィス
 定着支援：チャレンジド総合定着コンサルティング
 業務支援：ソーシャルコネクトグロースジョブ
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人的資本

株式会社アイエスエフネット
最高人事責任者

山本 英治

人的資本の基本的な考え方
アイエスエフネットでは、従業員が生涯を通じて得られる価値＝LCP

（Lifelong Career Potential）の最大化を大切にしています。
近年、日本でも「人的資本経営」という考え方が広まりつつありますが、

当社では2000年の創業当初から、人材こそが企業成長の源泉であるという
考えのもと、従業員一人ひとりを大切にする経営を実践してきました。

変化の激しいIT業界において持続的な成長を実現するためには、従業
員一人ひとりの能力開発を支援し、組織としての力を高めていくことが
不可欠であると考えています。

この人的資本経営を支える土台として、当社では従業員が共有する価
値観と行動指針を明確にしています。まず、従業員が大切にすべき考え
方や価値観を示したものが「ISC（ISF NET Standard Concept）」
です。そして、その考え方を日々の業務の中で具体的な行動として実践
するための指針が「DSP（Design Story Project）」です。

従業員一人ひとりが共通の価値観を理解し、それを行動として実践す
ることで、人間力と技術力の両面を高めていくことを目指しています。
その成果を適切に評価し、従業員のモチベーション向上につなげること
で、お客様満足度の向上と企業の持続的な成長を実現していきます。

アイエスエフネットの人的資本経営
人的資本の取り組みとしては、従業員一人ひとりが自律的に学び、挑

戦できる環境づくりを重視し、育成制度の高度化や多様なキャリア形成
の支援、働きがいを高める施策に注力してきました。その結果、エン
ゲージメントスコアの向上や専門人材の定着といった成果が表れ始めて
います。

2025年から、エンジニアのモチベーション向上を目的とした大規模
な社内イベント「アイキャリアフォーラム」を開始しました。

本イベントでは、経営層やロールモデルとなる従業員の対談、キャリ
ア設計のワークショップなどを通じて、参加者が自身の将来像を具体的
に描けるコンテンツを提供しました。年4回開催した本イベントは、各
回、参加したエンジニアの約9割が「成長意欲が高まった」と回答して
おり、組織全体の熱量が確実に高まっています。「普段接点のない他部
署との対話で視野が広がった」という声も多く、組織の枠を超えたナ
レッジの交流が生まれています。

人材育成の取り組みとしては、若手の幹部候補生を育成する「YEC
制度」や、学び直しを支援する「リスキリング」などの教育施策を継続
して実施しています。2025年12月には、個人のスキルを可視化できる
「スキルマップ」もリリースしました。自分の強みや課題を俯瞰して把
握することで、さらなる成長につなげることを目指しています。

また、エンジニアが長く安心して活躍できる基盤として、「安全・安
心・安定」の実現を最優先事項としています。
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スキルアップ支援・リスキリング

未経験層からハイエンド層までをカバーする網羅的な育成
体系を構築しています。

 技術研修・リスキリング支援
年間リスキリング研修数 216回

オンライン勉強会 24回

 資格取得補助

 実機検証環境の提供
 ヒューマンスキル・リーダーシップ開発
 スキルシェアリング

教育投資額：56,504円/人

2025年は物価上昇等の環境変化に即応するため、待遇改善を行いま
した。人事評価を年2回へ変更したことや、人事評価制度とは別に、昇
格要件を満たしている従業員を対象に、特別昇格を実施しました。また、
会社の利益を還元する「業績連動賞与」も新たに導入しました。このよ
うな市場や経済環境の変化に合わせた対応は、従業員の生活基盤を守り、
安心して業務に取り組むために不可欠であると考えています。

今後の展望
アイエスエフネットは人財育成会社として、「一人ひとりの価値を最

大化する」ために、エンジニア一人ひとりが高い人間力と技術スキルを
身につけられる環境を目指しています。

この両面からアプローチすることで、アイエスエフネットは「ITイン
フラエンジニアの理想郷（ユートピア）」の実現と、社会を支えるプロ
フェッショナルの輩出を加速させてまいります。

今後も従業員の生活基盤を守りつつ、常に先端技術に挑戦できる環境
を整え、エンジニアのエンゲージメント向上と長期的なキャリア形成を
支援することに尽力してまいります。

人的資本

30%

21%12%
4%

10%

11%

10%2%サーバー
ネットワーク
クラウド
セキュリティ
プロマネ
ベーススキル
ビジマナ
データベース

5,809
総資格保持数

人的資本の取り組み
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人的資本

キャリア開発・タレントマネジメン

個々の才能、ポテンシャルを最大限に発揮できる適材適所
の配置とキャリア形成を支援しています。

 クリフトンストレングス（資質診断）の活用
 社内公募・キャリア転換制度

「CDP（Career Development Program）」
 若手幹部候補制度

「YEC（Young Executive Candidate）」
 スキルマップに基づく案件アサイン
 キャリアパス相談窓口

年間利用件数 51回
ダイバーシティ＆インクルージョンの推進

性別、年齢、国籍・障害の有無に関係なく、誰もが安心して
働ける環境を構築します。また、個人のライフスタイルに合
わせた働き方を支援します。

 ダイバーイン雇用
 シニア人材の活躍推進 60代以上の採用数 23名

 短時間勤務制度 利用者 40名
 副業・兼業

定着支援・エンゲージメント

エンジニアが心身ともに健康で、挑戦し続けられる環境を
整備しています。

 社内イベント「帰社会・アイキャリアフォーラム」
 健康経営・残業対策 平均残業時間 7.3時間/月
 各種相談窓口
 アルムナイネットワーク

※P19～20の数値は2025年度時点のものです。
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人的資本

健康経営

健康経営についての基本方針
「短い時間で成果を上げる」、真に健康で豊かな働き方の実現へ

アイエスエフネットは、「安心・安全・安定した労働環境」こそが企業
の持続的な成長の土台であり、たとえ業績が向上しても、従業員の健康が
損なわれては意味がないと考えています。

私たちは、従業員一人ひとりの心身の健康を守ることを最優先とし、
そのうえで「短い時間で成果を上げ、より良い待遇とやりがいを実感でき
る働き方」の実現を目指し、以下の方針を宣言します。

1. 法令基準を超えた労働時間の管理
労働基準法や36協定などの法令は、あくまで最低限の基準に過ぎませ

ん。年齢や持病の有無、育児・介護といった家庭環境は一人ひとり異なり
ます。私たちは、画一的な法令基準のみで判断することなく、個々の身体
的・社会的状況を考慮した実質的な健康管理を徹底します。

勤務時間を実態と乖離しないよう厳格に把握・管理し、いわゆる「隠れ
た長時間労働」を見逃しません。長時間労働の兆候がある場合、健康への
影響を未然に防ぐため、速やかに面談を実施し、必要に応じて業務量や
内容の調整を迅速に行い、負担の適正化を図ります。

2. 再検査受診100％を目指す
健康診断の結果を「身体からの重要なサイン」であると捉えています。

アイエスエフネットは健康診断受診率100％を継続するとともに、全件の
結果を会社として確認します。「要再検査」と診断された場合、本人任せ
にすることなく受診を強く促し、通院に必要な調整や配慮を会社が積極的
にサポートし、再検査受診率100％を目指します。

病気の早期発見・早期治療を会社として後押しし、重症化を未然に防ぐ
体制の強化に取り組みます。

3. 経営幹部主導によるワークライフバランスの実現
健康の維持とワークライフバランスの実現、そして生産性の向上のため、

業務時間内に最大限集中し、最短の時間で最大の成果を生み出す働き方が
不可欠です。

アイエスエフネットは、ご家族が不安を感じるような働き方をさせない
ことを、会社としての責任と考えています。

サービス残業は一切許容せず、長時間労働の是正を徹底するとともに、
限られた時間で成果を上げる「効率的な働き方」への転換を、経営幹部が
率先して指導・推進します。

私たちは「健康第一」と「生産性の追求」を両立させる企業文化を築き、
すべての従業員が心身ともに充実した状態で活躍できる環境を実現します。

それにより、企業としての持続的な成長と、従業員一人ひとりの幸福の
双方を実現してまいります。
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人的資本

健康経営の理念
スローガンに掲げている「健康の追求」のもと、アイエスエフネット

グループ全従業員の健康づくりに努めています。

アイエスエフネット健康づくり企業宣言
アイエスエフネットは「健康の追及」のスローガンのもと、社員一人

ひとりが、心身ともに健康でワクワクと楽しんで働ける環境整備に加え、
多様な個性をもつすべての方に安心して働ける雇用を創出していくため、
日々の健康づくりに取り組んでいきます。(2021年7月に策定) 

社員が自ら健康づくりに取り組める社内環境を構築しています。

生活習慣病への取り組み

産業医や社内委員会とともに、メンタルヘルス対策や長時間労働の是正、
ストレスマネジメント対策などを行っています。

睡眠、休養への取り組み

勤務時間中の喫煙禁止、周囲の方へ配慮した喫煙ルールを設けています。

禁煙への取り組み

2021年から安全衛生委員会を設置し、理念や関係施策の浸透を図って
います。とくに、社員の安全衛生の強化のため、社内でなくしていくべき
事項（ゼロを目指す）についてISCでの「7つの0(ゼロ)」と定め、健康経
営の推進に取り組んでいます。

また、安全衛生委員会では「ISCでの7つの0を元に物心両面で魅力ある
職場環境を実現する」という基本方針のもと取り組んでいます。

健康経営推進の取り組み

1. ハラスメント
2. いじめ
3. 差別・偏見
4. 過重労働

5. 社内派閥
6. 理不尽な指示
7. 不平等

「7つの0（ゼロ）」
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 eラーニングの実施
セルフケアや管理職向けに、ラインケアに関する教育を
eラーニングにて実施。

 安全衛生教育（VDT教育）
VDT作業における注意点をまとめ全社員へ展開
※VDT作業とは、液晶等の画面表示機器とキーボードやマウス、タッチ
画面等の入力機器による情報端末（=Visual Display Terminals）を使用
する作業。

 防災対策
消火器の使用訓練動画を全社員へ展開。
AED設置場所を事業所ごとに見える化および使用方法を展開。

 メンタルヘルスケア
厚生労働省の「労働者の心の健康の保持増進のための指針」に
基づいたメンタルヘルス対策の体制を構築・強化し、とくに
定期的なヒアリングにより、従業員の勤務状況を適時かつ適切
に把握しています。2024年よりメンタルヘルス相談窓口を
設置し、メンタルヘルス（心の健康問題）全般に関する相談
を受け付けています。必要に応じて、産業医や保健師面談のご
案内をします。

 ストレスチェック
ストレスに関する質問票（選択回答）に回答し、分析すること
で、職場のストレス要因や心身のストレス反応、周囲のサポー

その他の主な取り組み

トなどを調べる簡単な検査です。メンタルの不調を未然に予防
し、より良い職場づくりを目的としています。

 産業医による健康相談
当社には、従業員の健康を管理する産業医の先生が在籍してい
ます。体調が優れない、気分が落ち込む、在宅勤務による疲れ
やストレスがたまっているなど、自身が抱える健康に関する悩
みや不安の相談を受けることができます。

 復職支援制度
体調不良等の理由により休職した従業員が復職する際に、一人
ひとりの復職プログラムを設計・支援し、復職サポートを実施
しています。復職後も、従業員の状況に合わせた復職プログラ
ムをもとに、完全復帰までのサポートを行っています。

 安全衛生委員会を設置
2021年から安全衛生委員会を設置し、従業員の職場環境に
関わる問題を定期的に協議し、改善対応を実施しています。
また、喫煙やメタボリック対策等の従業員自身の健康に関する
啓蒙活動等も積極的に行っています。

 定期健康診断での婦人科検診受診の実施
対象者に向けて定期健康診断の婦人科健診受診のご案内をして
います。婦人科系の病気の中には自覚症状がほとんどないもの
もあり、治療遅延による健康リスクの回避、早期発見のため
にも、検診を定期的に受けることをおすすめしています。
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健康企業宣言とは、健康優良企業「銀の認定」「金の認定」を目指して、
企業全体で健康づくりに取り組むことを宣言することです。

職場の健康づくりに取り組む環境 を整える「STEP1」では、必ず
「100％健診受診」を宣言するほか、(1)健診結果活用、(2)健康づくり
環境の整備、(3)食、(4)運動、(5)禁煙、(6)心の健康 の6 項目に取り組む
ことを宣言します。もう一歩進んで、安全衛生にも取り組む「STEP2」
では、(1)健診・重症化予防、(2)健康管理・安全
衛生活動、(3)メンタルヘルス対策、(4)過重労働
防止、(5)感染症予防対策、(6)健康経営の6項目
に取り組むことを宣言します。

アイエスエフネットでは、今後も従業員が心身
ともに健康でいられる環境づくりを行うとともに、
次のステップである健康優良企業「金の認定」の
取得を目指し、さらなる健康増進に向けて取り組
みを進めていきます。

健康優良企業「銀の認定」獲得

健康経営優良法人認定制度は、経済産業省が実施する健康経営に取り組
む法人に与えられる認定です。

アイエスエフネットは「健康の追求」のスローガンのもと、社員一人ひ
とりが心身ともに健康でワクワクと楽しんで働ける環境を整備しています。

健康経営優良法人2025に認定

加えて、多様な個性をもつすべての方に安心して働ける雇用を創出して
いくため、日々の健康づくりに取り組んでいます。その結果、4年連続で
健康経営優良法人2025に認定されました。

この認定を当社の新たなスタートとして、今後とも従業員のさらなる健
康増進に向けて取り組みを進めていきます。

社員一人ひとりの「健康リテラシー向上」のため、安全衛生委員会が
中心となり、社員の行動習慣の定着を図る「健康増進」や早期発見・早期
治療につなげる「健康管理」、治療と仕事を両立できる環境づくり「安心
感・リスク対応」の施策を統合し、健康経営を継続的に推進しています。

健康経営推進の体制

代表取締役

取締役

衛生委員
東京本社

東日本エリア本部
東海エリア本部

西日本エリア本部

産業医/保健師
アドバイザー

委員会執行部
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ありのままを大切にするダイバーイン雇用
ダイバーシティとインクルージョンを掛け合わせた「ダイバーイン雇用」

は、単に多様な人材を集めるのではなく、多くの人へ可能性を与え、共存
共栄し、多種多様な人が互いの考え方の違いや個性を受け入れながら、
ともに成長していくための取り組みです。

アイエスエフネットグループでは、これまでもさまざまな理由で就労が
難しい方々に対して、安心して働ける環境の整備に取り組んできました。
ダイバーイン雇用では、多様な個性や背景を理解し、受け入れ合うことで、
ともに成長していける環境を目指します。

FDM

ジェンダー
ギャップ

LGBTQIA

ワークライフ
バランス

多文化共生

本章では、アイエスエフネットグループが特に推進している「FDM」
「LGBTQIA」「多文化共生」「ジェンダーギャップ」「育児・介護」の
5つのジャンルについてご紹介します。

ダイバーイン雇用を目指すための5つの軸

ダイバーイン雇用の考え方
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FDM
アイエスエフネットグループでは、障がいのある方を「未来の夢を実現

するメンバー」としてFDM（Future Dream Member）と呼んでいます。
障がいを持っていてもやりがいのある仕事に従事できるよう、働ける環境
の整備に取り組んでいます。

2025年は、障がい者への理解を深めるため、企業さま向けの講演や、
特別支援学校の学生・保護者に向けた当社の取り組み紹介などを数多く
実施しました。その他、地域社会とのつながりを深めるイベントも開催
しました。

障がい者雇用に関する悩みを持った企業向けに、定期的にオンラインの
セミナーを開催いたしました。2025年は7回開催し、社会福祉士による
事例紹介や解説を行いました。

オンラインセミナーの開催

福祉系大学で地域福祉学を専攻。障がい福祉分野で
支援をしたいと考え、就労移行支援事業所の職業指導員として
業界に入職。その後サービス管理責任者を経て計17年勤務。

現在は、社会福祉士・高等学校教諭一種免許状（福祉）の資格
を活かし、現場職員の育成や社内外の各種研修を担当する傍ら、
フリーランスとして高等学校の非常勤講師も務める。

株式会社アイエスエフネットジョイ 桂木 雄一

アイエスエフネットジョイ沼津事業所は、PCW（Phantoms Crypto
World）と共催し、2024年に続き2回目の沼津アート展示会を開催しま
した。当日は事業所の利用者さまなどによる作品展示のみならず、ワーク
ショップやAR技術を用いた体験型プログラムもあわせて実施しました。

PWCと沼津アート展示会を開催

2025年6月14日に、静岡県裾野市社会福祉協議会が担う、一般就労
定着支援事業「カラマの会」主催の「未来育成プロジェクトセミナー」に
当社の従業員が登壇しました。本講演では、静岡県裾野市内の小中学校
に通う障がいのある児童・生徒に向けて、具体的な就労のイメージを持っ
てもらうための講座を実施しました。

未来育成プロジェクトのセミナーに登壇
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LGBTQIA
アイエスエフネットでは「ダイバーイン雇用」の考え方のもと、「配慮

があれば力を発揮できる人材を雇用すること」を大前提としています。
LGBTQIAをはじめとする多様な従業員一人ひとりが、不安を感じるこ

となく働けるよう、心理的安全性の高い職場環境づくりを重視し、継続的
な環境整備に取り組んでいます。

 結婚等により姓が変わった場合や特別な事情がある場合に希望
に応じてワーキングネームの使用を認めている

 性自認に関わらず、すべての従業員が安心して健康診断を受け
られるように配慮

 性別適合手術・ホルモン治療に利用できるセルフケア休暇(有給
/月1日取得可)を導入

 採用・評価においては、性別を判断基準とせず、意欲やスキル、
企業理念への共感を重視

 トランスジェンダーの方が自認する性別のトイレを利用できる
環境を整備

 ダイバーイン雇用委員会を設置し、継続的な環境改善に取り組む

 LGBTQIA・SOGI（性的指向・性自認）に関する専用相談窓口
を設置

 LGBTQIAコミュニティの運営

 アライ宣言の推進

主な取り組み

work with Prideが策定する、LGBTQIAなど
のセクシュアル・マイノリティへの取り組みの評
価指標である「PRIDE指標」において、2025年
に6年連続で最高評価のゴールドを受賞しました。

work with Prideは、2016年に日本初の職場
におけるLGBTQ＋などの性的マイノリティへの
取り組みの評価指標「PRIDE指標」が策定されて
おります。

PRIDE指標 6年連続ゴールド受賞

愛知県で開催された、マイノリティへの理解を深めるオンラインセミ
ナーに、アイエスエフネットの従業員が登壇しました。「違いを力に変え
る – 属性の違いが生み出す可能性」というテーマのもと、実際に当社で
起こったダイバーイン雇用の事例を踏まえながら、合理的配慮における働
きやすい環境づくりについて言及しました。

アイエスエフネットグループでは、雇用と職業における一切の差別を
禁止し、多様性を尊重しています。これらの取り組みは、当事者の想いを
集めて企画されました。誰もが働きやすい環境の実現に向けて、今後も
取り組んでまいります。

※アライ：味方・仲間を意味しており、LGBTQIAに対する理解や支援を表明する
もの。

あいち人権ユニバーサルイベントに登壇
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多文化共生
日本では少子高齢化による労働力不足や、グローバル化に伴うバイリン

ガル人材の確保といった課題が、多くの企業で挙げられています。一方で、
異なる文化や価値観を取り入れることで、新たな発想やイノベーションが
生まれるというメリットもあります。その実現には、文化の違いやコミュ
ニケーションの壁を乗り越え、多様性を受け入れる職場環境づくりが欠か
せません。

アイエスエフネットでは、多文化共生を重要なテーマの一つとして捉え、
さまざまな取り組みを行っています。

国籍や在留資格の変更、文化や習慣の違いによる配慮をしてもらいたい
ことなど、どのような内容でも気軽に相談できる窓口を設置しています。

※日本語、英語、中国語、韓国語で対応可能。

外国籍社員のための相談窓口

2023年から導入を開始した外国籍メンター制度は、今年で3年目にな
りました。外国籍の新入社員は、新卒に限らず、すべての方が対象です。
同じチーム以外に相談できる人がいることで、抱えている悩みを少しでも
解消し、安心して働ける環境を目指しています。

外国籍メンター制度

入社した外国籍社員を中心に、日本語のビジネス会話や日本語能力検定
の取得に向けた研修を実施しています。また、入社後すぐに業務を円滑に
遂行できるよう、バイリンガル人材向けの研修も実施しています。業務が
始まると十分な研修時間を確保することが難しくなるため、内定から入社
までの期間に希望者を募って開催することで、入社後の不安の払拭にもつ
ながります。

日本語研修

人権週間にあわせてアイエスエフネットが
独自に開催しているダイバーインweekでは、
お互いの違いを理解し、寄り添える職場環境
にするためにさまざまなコンテンツを設けて
います。その中の1つに、異文化への興味
関心を深めることを目的として「アイメシ」
という動画を公開しました。外国籍社員に自国の料理を紹介してもらうこ
のコンテンツは、社員同士の会話のきっかけになっています。

異文化交流会

2025年から、英語を「練習したい」
「学びたい」「話したい」といった、
英語に興味がある社員に向けた交流会
を開始しました。外国籍だけでなく、
日本人社員も参加し、会話を通じた
英語の勉強ができる機会となっていま
す。このような交流会からグローバル人材の育成につながることも期待し
ています。

英語交流会
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2017年から韓国の永進専門大学と産学協力、
および教育に関する協定を締結しています。
次世代を担うグローバル人財を育成すべく、
日韓の営業所で協力し、より実践的な経験を
積むための教育の場を提供しています。

また、永進専門大学で育成された学生のうち毎年十数名がアイエスエフ
ネットに入社されているため、日本への入国対応、入社前後の研修や定期
的なヒアリングといった体制をとっています。

永進（ヨンジン）専門大学との連携

外国籍社員が、普段の業務では話せない方と交流できる機会を作ること
を目的として、2か月に一度開催しています。日本語でのコミュニケー
ションの学習にもつながっています。オンラインで開催しており、カジュ
アルに交流できるため、外国籍社員に限らず楽しめるイベントとなってい
ます。

外国籍社員向け交流会

多文化共生

アイエスエフネットグループでは、社員が定期的に集まり、情報共有や
交流を行う帰社会を開催しています。2025年には外国籍社員を対象とし
た帰社会の開催を開始しました。日本で働く外国籍社員の不安を解消する
ための貴重な機会として、今後も継続して開催していく予定です。

外国籍帰社会
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ジェンダーギャップ
アイエスエフネットは、多様な人材がそれぞれの力を発揮できることが、

企業の持続的な成長につながると考えています。
日本社会におけるジェンダーギャップの課題を踏まえ、当社では女性活

躍推進を重要な経営テーマの一つとして位置づけ、女性がやりがいを持っ
て長く働ける環境づくりに取り組んでいます。

その一環として、女性活躍推進法および次世代育成支援対策推進法に基
づく一般事業主行動計画（一体型）を策定し、以下の目標を掲げています。

上記の目標1である女性管理職の割合については、2025年1月1日時点
で27.54％と目標を達成しました。今後はさらに割合を増やしていけるよ
うに取り組んでまいります。

女性活躍推進法、次世代育成支援対策推進法に基づく
一般事業主行動計画（一体型）

管理職割合において、女性管理職の割合を25％以上とする。目標

男女の平均継続勤務年数の差異（差分）1年以内を目指す。目標

男性社員の育児休業取得率 100％ を目指す。目標

主な制度と取り組み

 女性管理職メンター制度
 女性のための相談窓口「ウィメンズカウンシル」
 育児休業・産後復職支援制度
 エフ休暇（Female休暇）
 育児短時間勤務の導入（1日最大2時間・中学校卒業まで）
 一子につき、最長3年間の育児休業取得が可能
 ダイバーイン雇用委員会を設置し、継続的な環境改善に取り組む
 不妊治療と仕事の両立支援制度の整備

行動計画期間：2024年4月1日～2027年3月31日
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ワークライフバランス

育児
アイエスエフネットは育児中の方の雇用促進を図り、仕事と子育ての

両立を支援することで、少子化の流れを変えるための育児支援に取り組ん
でいます。

また、性別を問わず育児休業の取得を推進しており、育児休業期間中も
従業員が安心して過ごせるよう、サポート体制を整えています。育児休業
中の従業員には、サポート部門が定期的に連絡を取り、会社からの情報提
供や近況確認を行っています。妊娠期から職場復帰までの各段階で適切な
支援を行い、従業員が安心して仕事と育児を両立できるよう支援していま
す。

※セルフケア休暇
「不妊治療」と「性別適合手術・ホルモン治療」のための休暇であり、男女の関係な
く取得できます。

育児に関する制度

セルフケア休暇

通勤緩和措置
※女性のみ

産前産後休業
※女性のみ

配偶者出産休暇
※男性のみ

育児休業
※育児有給休暇制度
※パパ・ママ育休プラス

育児時間
※女性のみ

育児短時間勤務

子の看護休暇

子の行事休暇

妊娠前 妊娠 出産時 1歳 3歳 小学校卒業 18歳

女性従業員へのサポートだけでなく、男性従業員についても、育児休業
を希望する方が取得しやすいよう環境を整備しています。

また、育児休業の最初の5日間を「育児有給休暇」として取得できる制
度を導入し、より柔軟に休業を取得できる環境を整えました。その他に、
新米ぱぱさんやままさん向けの研修や、子育てに関する悩みを気軽に相談
できるFAQサイトを運営し、定期的に育児に関する情報を発信していま
す。

こうした取り組みの結果、2019年には8.7％だった男性育休の取得率
が2025年は91.11％となりました。今後もさらなる男性育児休業の取得
促進に向けて取り組んでまいります。

男性の育児休業取得を推進
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ワークライフバランス

介護
アイエスエフネットは育児や介護、障がいなどによってキャリアが中断

されることなく、従業員のLCP（Lifelong Career Potential）を最大化
する方針を掲げています。特に高齢化が進む中で、介護と仕事を両立する
ニーズが高まっており、当社では介護制度の見直しと拡充に取り組んでい
ます。

2025年に実施したワークライフバランスアンケートでは、「家族の
介護が自身のキャリアに影響すると思う」と回答した方が57％と半数を
超えました。2024年に実施した「仕事と介護の両立に関するアンケート
調査」では、介護に関わっている、もしくは今後関わる可能性のある従業
員のうち88％が不安を抱えていました。

こうした不安を軽減するために、社内制度や福利厚生を周知し、不足
している点については、従業員の声をもとに新たな施策を進めていきたい
と考えています。さらに、本人だけでなく、上司や同僚もどのようにサ
ポートすればよいかを理解し、職場全体で支え合える環境づくりを促進し
ています。

● 自宅外リモートワーク

介護のために被介護者の居宅にてリモートワークを行える

● 介護短時間勤務

● 深夜業、時間外労働の制限

● 介護休暇

● 介護休業

● 介護相談窓口の利用促進、介護制度利用者の声を共有

介護に関する施策

今後も、介護と仕事を両立する従業員の増加を見据え、ケアラー（介護
者）にとってより働きやすい環境を整えるために、現行の施策の見直しと
さらなる拡充を進めていきます。

介護が理由の離職を未然に防止するため、仕事と
介護を両立できる職場環境の整備促進に取り組む企
業として 厚生労働省による「トモニン」を取得。

外部の評価



成長戦略 サスティナビリティ ガバナンス トピックイントロダクション データセクション 33

ISF NET 統合報告書 2025

DEI推進

アイエスエフネットで働く従業員
アイエスエフネットでは、ライフステージの変化に対応しながら、働き

続けられる環境を整えています。出産前後の休暇や育児休業はもちろん、
短時間勤務制度も導入しているため、多くの従業員が社内制度を活用して
仕事と家庭の両立を実現しています。

その事例として、アイエスエフネットの採用サイトでは、2名のエンジ
ニアを紹介しています。

仕事と家庭、どちらも諦めず両立できるよう、今後も従業員の意見を
もとに制度の見直しを行います。

これまでのキャリア
入社後は本社の内勤技術としてヘルプデスク
チームに所属し、案件管理や新規案件の立ち上げをしていました。
その後、部署移動も経験しながら、2回の産休・育休を取得しま
した。復職後は短時間勤務制度を活用しながら業務に従事してい
ます。

働きやすい環境
アイエスエフネットには、子どもの行事休暇や病気の際の看護
休暇があります。0歳・1歳児の子育て中の方や、入社したばか
りの方にとって、プラスアルファの休暇制度があることは大きな
メリットだと感じています。

エンジニア事例1 Nasumiさん

これまでのキャリア
入社後2年ほどはお客様先に常駐し、
社内LANの保守業務をメインに担当しました。
その後、産休・育休を取得し、現在は休職前と同じチームで短時
間勤務制度を利用しながら、インシデント対応や照会業務を行っ
ています。

働きやすい環境
子どもの行事休暇を利用する機会が多く、遠足や保育参観、運動
会などの保育園行事にすべて参加することができています。
仕事と家庭を両立できる環境が整っていると感じています。

エンジニア事例2 Yuさん
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EMDの取り組み
ダイバーイン雇用を支える一つの取り組みとして「EMD」という独自

の取り組みがあります。EMDは、「EMployment Doctor」の略称で、
直訳すると「雇用、医者」といった意味になります。

このEMD会議では、就労に困難を抱える方が安心して勤務ができるよ
うに、会社として配慮や支援方法を協議して就労支援することを目的にし
ています。お客様先でのトラブルや困難な状況があったとしても、その理
由が特性によるものであれば、本人の努力の問題ではなく配慮が必要であ
るといえます。そのため、アイエスエフネットは産業医の方に入っていた
だき、配慮や支援方法を専門医師の助言を受けて検討しています。

2022年 2023年 2024年 2025年

新規対象者数 17名 21名 13名 5名

支援年間支援対象者数 30名 44名 41名 29名

対応後改善数 8名 13名 4名 3名

対応後改善率 27% 29.5% 9.8％ 10.3％

診断・手帳取得率 23% 48% 17.1％ 13.8％

人事部門部門長

全国各部門責任者

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ課責任者

社内体制 社外体制

産業医科大学医師

代表取締役

CTO(最高技術責任者）
CVO（最高バリュー責任者）

EMD体制図

■ 対応実績

以下の改善基準をもとに数値を算出しています。（表①）
・半年間支援した中で指摘、クレームがない状態で勤務できている方
・半年間とくに症状もなく勤務できている方

※実績は改善年度にて算出
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EMD会議では、トラブルを繰り返している社員の原因を明確にしてい
ます。こうすることで、ご自身だけでなく周りの方も配慮やサポート方法
がわかり、それぞれに適した業務や支援を提供できています。もちろん、
会議参加者は支援対象者の関係者のみとしており、守秘義務を遵守したう
えで運用しています。

そして、EMD会議からのサポート体制を強固なものにしているアイエ
スエフネットの強みとして、部門を超えた複数部門連携の実践です。この
EMD会議にて外部医師、グループ会社、社内の部門を超えた連携が実現
できています。

EMD会議の効果

アイエスエフネットはさまざまな理由で就労が難しい方に対して、安心
して働ける環境を創造し提供しています。また、このようなダイバーイン
雇用が当たり前であるという文化（社風）があります。EMD会議はその
ようなダイバーイン雇用の実現になくてはならない取り組みの一つです。
人それぞれ違って当たり前であり、その違いを強みに変える未来を応援す
るために、今後も尽力してまいります。

EMD会議のメリット

1. 社員の特性への配慮や会社の支援が明確になり、周囲の人が支
援しやすい環境を作れる

2. 社員の生きづらさや働きづらさの原因がわかり、ご自身と向き
合いやすくなる

3. キャリアを諦めず、継続して働くことができる
4. グループ会社（福祉事業所）への転籍や連携がスムーズになる
5. 顧客先での指摘が減るなど、社員への配慮や理解が深まる

1. 社員の努力不足だと考えられていた原因が、そうではないこと
が明確化され、ご自身の不安が無くなる。また、安心して働く
ことができる

2. お客様先の社員の特性への理解が進み、配慮ある環境で勤務が
継続できている

3. 障がい者手帳取得のサポートを受けることができ、一人で悩ま
ず、専門家に相談ができる

4. さまざまな特性や個性を当たり前として捉える社員と働くこと
で気持ちが楽になる
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ダイバーインweek
2022年より開始したダイバーインweekは、今回で4回目の開催となり

ました。このイベントは、従業員がダイバーシティについて考える社内イ
ベントです。法務省と全国人権擁護委員連合会が定めた「人権週間」にあ
わせて開催しており、2025年は12月8日から12月12日の5日間行われま
した。

ダイバーイン雇用を推進しているアイエスエフネットにとって、従業員
の理解は重要と考えています。イベント期間中はより従業員がわくわくす
るコンテンツを公開し、ダイバーシティについて考える機会としています。

今年のテーマは「アイ・デザイン・ストーリー～誰もが安心してオープ
ンにできる環境に～」です。LGBTQIA、育児・介護、障がい、多文化共
生といった分野でコンテンツを企画・実施しました。

主要コンテンツは、DEIに関する知識を深める「DEIクイズ大会」や、
多様な働き方を支援する「アライ宣言」の募集、LGBTQIAの理解増進を
目的とした動画配信を実施しました。

また、外国籍従業員が多い環境を活かし、各国の郷土料理を紹介する
動画「アイメシ」も配信し、従業員の多様性の理解を促進しました。

DEI研修
アイエスエフネットのDEI研修は、外部の講師に教育を依頼するのでは

なく、幹部社員が自ら講師となり研修を行っています。DEIに関する知識
や経験をもつ幹部社員、当事者性をもつ社員が研修講師を行うことで、研
修への信頼性や組織文化の強化が行われます。

さらにリーダーシップを発揮する幹部社員が講師として登壇することで、
DEIの重要度が高まり、従業員の成長や相互理解を促進します。DEI研修
の導入は、リスキリング教育の一環として、より包括的な職場文化の構築
を目的としています。

具体例

 アイエスエフネットのDEI推進について
 LGBTQIA研修
 男性育休取得者（従業員）に話を聞く
 異文化共生について
 FDM事業に関する研修
 社内外の介護制度に関する研修
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次世代に伝える活動
アイエスエフネットは大学とも連携し、DEIに関係する講演活動を行っ

ています。2025年には以下の教育機関にて、ダイバーイン雇用をはじめ
とする障がい者への配慮と、LGBTQIAの方々が働きやすい職場環境の整
備について、渡邉社長やアイエスエフネットの従業員が講話を行いました。

社内の各種相談窓口
DEIを推進するうえで、従業員が相談をしたいときに連絡できる場所が

あることが重要となっており、アイエスエフネットは内容に合わせた窓口
を設置しています。社長に直接連絡ができる窓口や内部通報、キャリアパ
スなどを含めると16の窓口があり、そのうち、DEIに関連する相談窓口は
8つ設けています。一人で抱え込むのではなく、些細なことでも相談でき
る場所を設けることで安心して働ける環境を目指しています。

※相談窓口はカウンセリングやコーチングの資格を持つ相談員が対応し、従業員一人
ひとりの立場に寄り添い、親身になって支援を行っています。

 大東文化大学 経営学科
 名古屋学院大学 現代社会学部
 実践女子大学 文学部
 韓国・永進専門大学

 LGBTQIA/SOGI相談窓口
 外国籍社員向け相談窓口
 ウィメンズカウンシル（女性専用相談窓口）
 ワークライフバランス相談窓口
 介護相談窓口
 メンタルヘルス相談窓口
 お悩み相談窓口
 もやもやサポート（明確な相談先がわからない時の相談窓口）
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D&Iに関するアンケート
2025年もITインフラエンジニアを含む全従業員を対象とした、D&Iに

関するアンケート調査を実施しました。

調査の目的と背景

近年、企業経営においてD&Iは「組織の持続的な成長」を支え
る重要な要素となってきています。多様な人材が自分らしく働き、
その力を最大限に発揮できる環境を整備することは、個人のエン
ゲージメント向上のみならず、組織全体の生産性やイノベーショ
ン創出にもつながります。

アイエスエフネットでは、すべての方が安心して働ける環境を
創造し、提供することによって一人でも多くの方に「働くことの
喜び」や「生き甲斐」を見出していただきたいと考えています。

本調査は、そうした取り組みをより確かなものとするため、
従業員の声を可視化し、今後のD&I推進に活かすことを目的とし
て実施しました。

調査結果からわかる「アイエスエフネットの強み」
調査の結果、アイエスエフネットのD&I推進に対する理念と姿勢が、

従業員一人ひとりに広く浸透していることが明らかになりました。

質問に対して、「とてもそうだ」が27.9％、「そうだ」が55.6％、「どち
らでもない」が14.9％、「ややちがう」が1％、「ちがう」が0.6％でした。

83.5％がポジティブに回答し、組織としてD&Iを一過性の施策ではなく、
日常的な経営姿勢の一部として受け止められていることが明らかになりま
した。

2. 多角的な視点から生み出される、多様性への受容
「メンバーのジェンダー、セクシュアリティ、人種や言語、文化的バッ

クグラウンド、障がいの有無、年齢などに関して、自分の会社のメンバー
は多様だと思う。」という質問に対して、「とてもそうだ」が30.3％、
「そうだ」が52.2％、「どちらでもない」が16.4％、「ややちがう」が
0.9％、「ちがう」が0.2％でした。

82.5％が肯定的に回答し、技術系企業においても多様な人材が共に働
いている実感が従業員に根づいていることが確認できました。

1. 現場レベルで浸透しているD&Iの取り組み
「会社はダイバーシティ（多様性）に真摯に取り組んでいる。」という
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3. 心身の健康を支える企業風土
「私の上司や同僚は、身体的・精神的な体調を気にかけてくれる。」と

いう質問に対して、「とてもそうだ」が25.6％、「そうだ」が49％、
「どちらでもない」が20.3％、「ややちがう」が3.6％、「ちがう」が
1.5％でした。74.6％がポジティブに回答し、心身両面で安心して働ける
環境づくりが進んでいることがわかりました。

4. 安心して働ける職場の環境
「私の(職場/チーム/部署)では、上司や同僚に相談しやすく、メンバー

がお互いにサポートしあっていると思う。」という質問に対して、「とて
もそうだ」が19.9％、「そうだ」が47.5％、「どちらでもない」が
26.4％、「ややちがう」が4.3％、「ちがう」が1.9％でした。

D&Iの取り組みに関する質問では、83.5%の従業員が「とてもそうだ」
「そうだ」とポジティブに回答しました。また、メンバーの多様性に関す
る質問では82.5%と、ジェンダー、年齢、文化的背景など、多様性を実感
している人が多いことがわかりました。

そのほか、心理的安全性の基礎となる職場環境の項目では73.1%、体調
への配慮の項目では74.6%がポジティブな回答をしており、安心して働け
る環境があることが明らかになりました。

本調査の結果をもとに、当社では引き続きD&Iの促進に努め、すべての
方が安心して働ける環境を創造してまいります。
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社外からの評価

work with Prideが策定した職場での
LGBTQIAに関する取り組みを評価
する「PRIDE指標2025」において、
6年連続最高評価のゴールドを受賞。

PRIDE指標2025

D&Iアワード2025

株式会社JobRainbowが主催するダ
イバーシティ&インクルージョン
（D&I）に取り組む企業を認定する
日本最大のアワード。2025年、
最高評価であるベストワークプレ
イスに5年連続で認定。

健康経営優良法人2025

特に優良な健康経営を実践してい
る大企業や中小企業等の法人を
社会的に評価する、日本健康会議
が認定する顕彰制度です。2022年
より、4年連続「健康経営優良法人
（大規模法人部門）」にて経済産
業省より認定。

日経サステナブル総合調査

日本経済新聞社が実施している調査で、
全国の上場企業と有力非上場企業を
対象に、人材活用、人材投資、テクノ
ロジー活用の3要素によって星5段階
で評価されます。2025年に「日経サ
ステナブル総合調査 スマートワーク
経営編」において3星に認定。

大阪府男女いきいきキラリ大賞

2024年1月、男女いきいき優秀賞を
受賞。2025年1月、さらに「男女い
きいきキラリ大賞」を受賞。

プラチナくるみんプラス

仕事と育児の両立支援の取組が特に
進んでいる「子育てサポート企業」
として、2018年より厚生労働大臣
から「プラチナくるみん」を認定。
また、2023年には不妊治療との両
立支援にも積極的に取り組んでいる
企業として「プラチナくるみんプラ
ス」を認定。

沼津市男女共同参画推進事業所

男女共同参画の推進に理解と意欲があ
り、仕事と家庭の両立に配慮しながら、
男女ともに働きやすい職場環境づくり
に積極的に取り組んでいる事業所とし
て、「沼津市男女共同参画推進事業
所」に認定。

▼ その他のアワード、加盟・賛同
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社会貢献活動
アイエスエフネットは、グループでの福祉事業をはじめとした社会貢献

活動と地球環境への配慮、ボランティア、寄付をアイエスエフネットグル
ープの方針に基づいて実施しています。持続可能な開発目標（SDGs）に
向けて多くの企業が取り組みを進めています。本セクションでは、アイエ
スエフネットが行っている取り組みについて紹介します。

地球環境への配慮
近年のさまざまな環境問題の深刻化に対して、アイエスエフネットでは

温室効果ガス排出量の削減を目的に省電力化に取り組んでいます。

2025年 環境パフォーマンスデータ

※排出係数は以下のデータベースを利用しています。
環境省・経済産業省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定の
ための排出原単位データベース（Ver.3.5）」

対象期間：2025年1月1日 〜 2025年12月31日
算定範囲：株式会社アイエスエフネット 国内全拠点

（本社、および全支店・営業所）

項目 数量

消費電力量 250,069

消費電力量 （単位：kWh）

項目 数量

Scope1 直接排出 3.25

Scope2 エネルギー起源の間接排出（ロケーション基準） 105.78

Scope3 Scope1、Scope2 以外の間接排出 794.92

温室効果ガス排出量 （単位：t-CO₂）

項目 算定方法

Scope1 社用車のガソリン代／ガソリン平均単価×排出係数

Scope2 オフィスで使用した、他社から供給された電気×排出係数

Scope3 （通勤費＋出張など通勤費以外の交通費）×排出係数

温室効果ガス排出量の算定方法

クールビズの取り組み
アイエスエフネットグループでは、各事業所・施設内においての空調の

温度設定、クールビズに準じたビジネスカジュアル継続を実施しています。
また、ご来社いただくお客様にも気温に合わせた柔軟な服装での来訪を呼
びかけ、ご協力をお願いしています。

実施期間 2025年5月1日～2025年10月31日

対象範囲 アイエスエフネットグループの各事業所・施設

実施内容

オフィス内の室温が28度になるよう空調設定します。
5月2日～31日、10月1日～31日：基本設定「送風」
6月1日～9月30日：基本設定「冷房28度」
服装はビジネスカジュアル（クールビズ期間中は上着な
し）を継続します
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気候変動のリスクと機会について
アイエスエフネットでは、気候変動におけるリスクとそれに伴う機会に

ついて想定しています。その頻度や大きさを考慮し、優先度を検討した上
で取り組みを進めています。

主なリスク

物理

その他

気象災害により会社の施設、設備等が破損する
などの事態が生じた場合の、事業継続に影響を
与える可能性

気候変動に対する会社の取り組みが積極的で
ないとみなされた場合に生じうる資金調達への
影響、レピュテーションの低下

主な機会

資源効率

製品
および

サービス

電力などエネルギーの効率的利用、省エネルギー
化に向けたIT活用の需要拡大

温室効果ガス排出量削減に貢献するサービスの
需要拡大

ボランティア活動
災害復興支援や福祉活動、環境保護など、ボランティア活動の分野は

多岐にわたります。アイエスエフネットグループでは、社会とのつながり
を大切にし、地域社会をより良くしていくことも企業の重要な責務と考え、
継続的にボランティア活動に取り組んでいます。

2025年もさまざまな分野の活動に参加するとともに、他社と連携した
共同ボランティアを2024年に引き続き実施しました。主な取り組みは
以下のとおりです。

愛ぼらとMYぼら
創業当初から根付いている愛のあるボランティア活動「愛ぼら」は、

2025年も継続して実施しました。例えば、業務開始前の時間を活用し、
オフィス周辺の清掃活動など、身近な地域への貢献を行っています。

また、従業員が自主的に参加する「MYぼら」では、各自がさまざま
な地域やイベントで活動に取り組み、個人の想いを起点とした社会貢献
を実践しています。

 居住地域の清掃活動
 献血
 ヘアドネーション
 語学教育
 地域イベントの運営
 ドナー登録

その他の取り組み
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社会貢献活動

WORLD CLEANUP DAYに参画
ワールドクリーンアップデイ（WORLD CLEANUP DAY）は、北欧エ

ストニア発の市民運動から始まり、現在は国連加盟国の90％が参加する
世界的な環境保全活動です。

アイエスエフネットグループは本年度もパソナグループと協力し、静岡
県沼津市で海岸清掃活動を実施しました。

▼活動風景

NIPPON IT Charity EKIDENに協賛
アイエスエフネットCOO（最高執行責任者）本村誠基が大会副実行委

員長を務める、NIPPON IT Charity EKIDENに本年度も協賛しました。
2025年は11月16日に14回目のイベントが開催され、来場者は5,000名
を超えました。

当日はグループ会社の従業員が、ランナーおよびボランティアスタッフ
として計23名参加しました。
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コンプライアンス体制
アイエスエフネットグループは、社会倫理、法令および各種社内規程等

を遵守すると共に当グループ企業理念に基づいた適切かつ健全な企業活動
を実施するため、法令遵守体制の整備と推進を目的としたあらゆるコンプ
ライアンス強化活動を進めています。

当グループは経営の透明性を確保し、効率性・公正性を基本とした企業
活動を行うことにより、継続的に企業価値を高める活動を推進するため、
内部統制機能強化を目的とする社長室、法令遵守の徹底および適切なリス
ク管理強化を目的とするコンプライアンス委員会、信賞必罰の精神に基づ
き厳正な表彰または罰則の公平を期すことを目的とする賞罰委員会、情報
セキュリティの強化推進を目的とした情報セキュリティ委員会を設置して
います。

また、グループ会社の企業活動に関しましても、社内規程等に基づき、
当社に対し事業内容の定期報告、重要事案における事前協議、その他業務
の円滑化と管理の充実化に関わる活動指導を進めており、グループ会社間
における適切かつ適正な関係を保持しています。

ガバナンス体制図

※JEBM（Junior Executive Board Member）は、若手幹部候補制度で選抜された
メンバーです。JEBMは取締役会に参加し、ガバナンスや経営課題について直接提言を
行っています。

代表取締役直轄の社長室を設置し、各部門の業務執行およびコンプライ
アンスの状況等について定期的に監査を実施、当該評価を代表取締役に報
告しています。適宜業務プロセスの改善と進捗状況をモニタリングするこ
とにより、関連法規の遵守だけでなく、業務の有効性と効率性、財務報告
の信頼性ならびに資産の保全といった目的達成のための合理的な保証を提
供しうるプロセスの整備・実行をしています。

内部統制
本部・支店

執行役員

監査役

社長室

顧問・有識者

JEBM(※1)

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会

情報セｷｭﾘﾃｨ委員会

株主総会

取締役会

代表取締役

取締役

等

相談

助言

提言

指示

報告
報告

報告

指示

指示

監査

報告

監査

選任 選任

連携

報告 指示
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コンプライアンス体制

ガバナンス体制強化の重要施策として、コンプライアンス事案の調査・
分析・再発防止に至る一連の対応プロセスの高度化を実施いたしました。
従前は表面化した問題への事後対応が中心となっておりましたが、現在は
取締役管理本部長をコンプライアンス責任者として配置し、潜在的なリス
クの早期発見と把握に努めております。

ガバナンス体制の強化

強化前 コンプライアンス
統括室にて情報収集

コンプライアンス
統括室での会議

（社内弁護士参加）

（任意）
弁護士会議での

コンプライアンス
事項付議

コンプライアンス
会議

代表取締役
承認

情報収集 社内での対策・検討 外部専門家への相談 社内での最終確認

強化後 コンプライアンス
統括室にて情報収集

コンプライアンス
統括室での会議

（取締役、
社内弁護士参加）

代表取締役含めた
責任者会議

（必須）
弁護士会議での

コンプライアンス
事項付議

コンプライアンス
会議

代表取締役
承認

これにより、全社横断的な視点での事案検討が可能となりました。さら
に、事案発生時およびリスク評価時には、顧問弁護士等の外部専門家への
相談を必須プロセスとして組み込むことで、法的リスクを最小限に抑制し、
客観的かつ実効性の高いコンプライアンス体制を構築しております。

コンプライアンス事案の対応プロセス
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コンプライアンス体制

コンプライアンス推進の一環として、お取引先の企業など、社外からの
通報受付窓口を設置しています。本窓口は贈収賄・腐敗行為や人権侵害に
あたる行為など、コンプライアンスに反する行為、また、それらの兆候を
迅速かつ早期に把握することを目的としています。

外部通報制度

アイエスエフネットグループでは、所属するすべての従業員がアイエス
エフネットグループの経営哲学・理念に準じた行動を常に心がけ、倫理へ
の全社的取り組みを遵守するよう、基本誓約を交わし行動しています。

また、代表取締役の指示・命令が適切に実行されることを確保するため
の方針、および手続きを確保する統制活動、ならびに従業員へ必要な情報
が適宜伝えられています。組織内外および関係者相互に正確に伝達される
仕組みを構築すると共に、当グループ哲学の伝播を継続的に実践していま
す。すべての従業員が倫理観に基づいた判断基準と行動が実践されるよう、
指導強化を実施しています。

コンプライアンス指導

アイエスエフネットグループは、「アイエスエフネットグループ人権方
針」を制定して、国際的に宣言されている人権の保護を支持し、雇用と職
業における一切の差別を禁止しています。

また、アイエスエフネットグループは、贈収賄および腐敗防止に関する
基本的な考え方を指針にまとめ、「アイエスエフネットグループ贈収賄お
よび腐敗行為防止指針」として制定しています。

アイエスエフネットグループ人権方針と贈収賄
および腐敗防止指針の制定

通報者

内部通報外部窓口
（法律事務所）

社外
弁護士

取締役会

代表取締役、コンプライアンス担当取締役

連携

報告（重大事項）

コンプライアンス統括室

報告 指示

内部通報窓口

関係部署

調査
協力 調査通報 回答 改善

指導
改善
報告

通報 回答 通報 回答

内部通報のフロー

公正・健全な企業活動や従業員の安心・安全を目的としたリスク管理お
よび社内改善活動の一環として、内部通報窓口を設置いたしました。また、
公益通報者保護法に則った社内規程を制定しています。

内部通報窓口は、不正行為、ハラスメント行為、人権侵害といったコン
プライアンス違反行為の通報などができる窓口です。通報した従業員は
公益通報者保護法および社内規程により適切に保護され、不利益な取り
扱いや報復行為は一切禁止されており、通報内容の問題解決に向けて
トップダウンにて当該改善活動が指示・実行されます。また、外部の法律
事務所と提携し、内部通報外部窓口も設置しています。

内部通報制度
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アイエスエフネットの人権方針
企業活動を行う上で、すべての従業員やステークホルダーの人権を尊重し、公平で働きやすい環境を整えることは社会的責任の一つです。
そのため、アイエスエフネットでは以下の人権方針を定め、アイエスエフネットグループに関わるすべての人が安心して働ける環境づくりに取り組んでいます。

1. 目的
アイエスエフネットグループでは、国際的に宣言されている人権

の保護を支持尊重し、雇用と職業における一切の差別を禁止してい
ます。とくに当グループにて掲げていますダイバーイン雇用および
あらゆる国籍・人種を対象としたグローバル対応の理念に基づき、
アイエスエフネットグループに関わるすべての人々の環境の創造と
幸せの追求をしていきます。

2. 方針の適用範囲
本方針は、アイエスエフネットグループのすべての役職員および

従業員に適用されます。当グループは、グループ役職員、従業員に
対し、当グループの大義・理念・哲学を教育するとともに、人権の
保護を徹底し、雇用と職業における一切の差別を禁止します。また、
当グループは、取引先およびサプライヤー等のステークホルダーに
対しても人権の保護を求めるとともに、人権の侵害が疑われる事象
が判明した場合には、改善を促します。

３. 参考資料、国際的な参照規範、適用法令の遵守
• 世界人権宣言
• ビジネスと人権に関する指導原則
• 国際連合「保護、尊重および救済」枠組実施のために
• OECD 多国籍企業ガイドライン

４. ステークホルダーの皆様へ
アイエスエフネットグループは、「グローバルな社会への貢献」

を基本理念とし、ステークホルダーの皆様とともに多様な社会への
貢献を続けています。当グループの人権尊重に対する取り組みを皆
様にもご理解いただき、本方針の原則を支持していただけますよう
お願いします。当グループのステークホルダーの皆様において人権
侵害が疑われる場合には、ステークホルダーの皆様に対しても人権
侵害の改善をお願いします。

５. 改善、人権デュー・ディリジェンス

アイエスエフネットグループでは、各種相談窓口を置き、人権侵
害が疑われる事象を当グループ役職員が発見した場合、速やかに当
該窓口に通報がなされる仕組みがあります。また、当グループは、
弁護士等の外部の有識者と協議する体制を整えています。これらの
活用により、当グループの企業活動による人権への影響を考量評価
します。

当グループでは、人権侵害が懸念される事象が把握された場合、
適切な対処を実行します。実行された対処については、その有効性
について追跡検証し、結果を情報開示します。
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６. コミュニケーション、対話・協議
アイエスエフネットグループは、ステークホルダーの皆様との間

においてなんらかの人権侵害が懸念される場合、相互によく対話・
協議の上、改善を図り、人権の保護に努めます。また、当グループ
は、信頼できる独立した専門家との協議を定期的に実施します。

７．個別的な人権課題について
(1) 差別の禁止

アイエスエフネットグループは、人種、皮膚の色、性別、宗教、
政治的見解、国民的出身または社会的出身、その他の状況に基づい
た、雇用または職業における労働者に対する差別をいたしません
（なお、当グループ行動規範第１条第３項に同趣旨の定めを置いて
います）。

(2) 多様性の尊重
アイエスエフネットグループは、当グループにて掲げていますダ

イバーイン雇用の理念に基づき、心身の障害および性的指向・性自
認等を含む多様性を尊重し、適切な就労環境を提供するよう努めま
す。（なお、当グループ行動規範第１条第２項に同趣旨の定めを置
いています）。また、当グループは、労働者の身体的および精神的
能力に適合しない機械、設備、労働時間、 作業編成または作業工程
を労働者に課すことはいたしません。

(3) 児童労働・強制労働の禁止
アイエスエフネットグループは、児童労働および強制労働を禁止

し、安全な労働環境の提供､最低賃金の確保､および適切な労働時間
管理の促進を図ります。

８.アイエスエフネットグループのビジョン

アイエスエフネットグループは、当グループを通して従業員の最
高の喜びの創造と不安の解消の最大化を図ってゆくことを目的とし
て、「10のビジョン」を策定し、当該ビジョンの第１として、

(1)ハラスメント (2) いじめ (3) 差別・偏見
(4) 過重労働 (5) 社内派閥 (6) 理不尽な指示 (7) 不平等

をすべて０（ゼロ）とすることを掲げています。
当グループは、この「７つの０（ゼロ）」により、「人間関係の

悩みゼロカンパニー」を目指すとともに、これらに起因する労働者
の人権侵害をいたしません。

アイエスエフネットの人権方針
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サイバーセキュリティのリスク対応
情報セキュリティのリスクを軽減させるため、情報セキュリティ基本方

針を定めています。この方針に基づき、セキュリティ体制（ISMS推進体
制）を構築し、情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）を運用
しています。ISMSのPDCAのサイクルを回すことで、日々発生する問題
に対し、全社一丸となった対応をしています。

以下のセキュリティ教育を実施しています。

教育・訓練

情報セキュリティ基本方針

アイエスエフネットグループ（以下「当グループ」という）は、
お客様へ提供するサービスの品質を維持・保証し、お客様および
当グループの情報資産を適切に保護することを社会的責務と考え、
当グループにおける企業経営上の重要な基本方針に定めています。
当グループは、「倫理観をもった人間の育成」、「サービス品質
基準の定義と高品質・高付加価値なサービスの提供」、「お客様
および当社の情報資産を保全する」という方針に基づき、これら
情報資産の機密性、完全性、可用性を確保し、当グループの従業
者は情報セキュリティ基本方針を遵守し、維持、向上に努めます。

 新入社員教育
 標的型メール訓練
 インシデント教育
 オンラインによる定期テスト（ISMS/PMS/QMS）

昨今のセキュリティに関する状況を鑑みて、担当者の増員を行いました。
あわせてルールの見直しや文書の修正、これらの再周知などを実施して、
セキュリティへの取り組みを全社的に向上させました。

脅威と脆弱性への対応

 脆弱性をはじめとする情報収集とアフターフォローの強化
 運用業務の見直し及び改善
 文書群の修正と再展開
 セキュリティ製品の見直しと導入

情報セキュリティ基本方針に基づき、セキュリティ基準、セキュリティ
要求事項の審議および実施された対策の評価を行うため、情報セキュリ
ティ委員会を設置しています。その運営および情報セキュリティ対策を実
施するため、情報セキュリティ管理責任者を置きます。

セキュリティ体制
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サイバーセキュリティのリスク対応

情報セキュリティ事象（情報セキュリティ・インシデント）発生時は、
その部署の部門長から情報セキュリティ委員会に連絡を行います。情報セ
キュリティ委員会では、影響度合いに応じて、その都度「対策本部」を設
置し、「対策本部長」により、関係部署のメンバーを召集します。原因の
調査や対策の検討をし、再発防止に向けて関係部署に周知し、必要に応じ
て教育を行う等再発防止に努めます。

なお、災害や上記情報セキュリティ事象（ノート PC 等の盗難、情報漏
えい・紛失、コンプライアンス違反等々）などにより重大な損害を被り、
会社の事業継続に支障をきたす事態に至る可能性がある場合などの対応に
ついては、事業継続のルールに従い対応します。

緊急時の体制

東京本社
各エリア本部

各エリア本部

トップマネジメント（情報セキュリティ最高責任者）

情報セキュリティ委員会

ISMS事務局

各エリア本部

内部監査責任者/監査チーム 経営会議

情報セキュリティ管理責任者

サイバー攻撃はますます高度かつ巧妙なものとなり、企業はこれまで
以上に強固なセキュリティ対策が求められます。考えられる脅威にどの
ように対応していくか対策を講じること、従業員のセキュリティリテラ
シーを向上させること、インシデントが発生したときに適切かつ迅速な対
応をするための備えをすることは今後も必要不可欠です。アイエスエフ
ネットは、これらの水準を高めるために引き続き対応を強化いたします。
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新しいCXOの就任

株式会社アイエスエフネット
最高売上責任者（CRO）

飯田 久子

企業成長および継続的な増収益の実現を目指
し、2025年から最高売上責任者（Chief 
Revenue Officer、以降CRO）として就任し
ました。

ミッション
2025年1月より最高売上責任者（CRO）を

拝命し、その重責に身が引き締まる思いです。
私が担う最大のミッションは、企業の持続的な
成長と増収益を実現することにあります。その
ために、徹底したデータドリブンな営業戦略の
立案と実行を私の活動の主軸に据えています。
変化の激しい市場環境において、動向を迅速か
つ冷静に分析し、状況に応じた柔軟な対応策を
講じることで、機を逃さず売上の最大化を図っ
てまいります。

また、2018年の入社以来、首都圏営業本部
やソリューション営業部での経験を通じて培っ
てきた現場感覚も、私の大きな武器です。この
知見を活かし、組織全体の営業力を底上げする
とともに、クラウドやネットワークセキュリ
ティを中心とした当社のソリューション提案力
をより一層強化していきます。単に数値を追う
だけでなく、会社全体の成長を牽引し、アイエ
スエフネットが業界トップの地位を確立できる
よう、先頭に立って邁進してまいります。

バリュー
私が仕事をする上で最も大切にしているバ

リューは、お客様との「長期的かつ強固なパー
トナーシップ」の構築です。信頼関係こそがビ
ジネスの基盤であり、そのためには信頼性が高
く、効果的なコミュニケーションが不可欠だと
確信しています。お客様ご自身も気づかれてい
ないような潜在的なニーズまで深く理解し、当
社の約2,300名のエンジニアが持つ技術力を結
集して、最適かつ高品質なソリューションを提
供することをお約束します。

こうしたプロセスを通じてお客様の満足度を
高めることは、持続可能なビジネス成長を実現
する唯一の道です。そして、お客様への価値提
供を最大化することは、私たちが掲げる大義で
ある「インフラエンジニアの理想郷」の実現に
も直結します。お客様と共に成長し、社会のIT
インフラを支える真のパートナーとして揺るぎ
ない価値を創造し続けることが、CROとして
の価値提供であると考えます。
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25周年
2025年1月12日にアイエスエフネットは、創業25周年を迎えました。
4名で創業したアイエスエフネットは、現在では従業員2,500名が在籍

している国内トップクラスのITインフラ企業に成長しています。
今後は規模の拡大だけでなく、「スキル」と「質」においても日本一を

目指し、ITインフラ領域におけるリーディングカンパニーとして、さらな
る価値創出に取り組んでまいります。

25周年年を記念し、ささやかな式典を開催いたしました。
式典では渡邉社長より、創業当初から現在に至るまでの歩みを振り返る

とともに、これまで支えてくださった関係者の皆さまへの感謝の言葉が述
べられました。あわせて、今後の展望や新たな挑戦について共有し、次の
ステージに向けて、さらなる成長への決意を新たにする機会となりました。

25周年記念式典

創業25周年を記念して、株式会社和晃さまとのコラボレーションによる
和菓子を制作いたしました。今回のコラボレーションにあたり、パッケー
ジデザインは当社のCIデザイン／アートディレクション／ブランディング
アドバイスを担う斉藤暢子氏が手がけています。

▼パッケージデザインに込めた想い
アイエスエフネットの掲げる「ダイバーイン雇用」の理念を反映し、

性別や国籍、年齢に関わらず、多様な人々が共に成長し、共存共栄する
という想いをデザインに込めました。

コラボレーションにおいて、日本の伝統文化を国内外に広めることを
目指し、七宝文様を使用しました。文様は円がつながっていることから、
「円がつながる＝縁がつながる」という意味を通じて、人と人とのつなが
りや和、ご縁、円満、繁栄を象徴しています。

株式会社和晃とのコラボレーション
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財務・非財務データ

125
131 136 138 141 143 145 147 150 152 154 156 158

CAGR (2018-2030) 6.1%

CAGR (2018-2030) 0.8%供給人材数
(万人）

不足人材数
(万人）

必要人材数
(万人）

供給人材数

不足人材数

2025年度は、ITネットワーク・クラウドに係るサービスを中心とした
総売上高は約161億円となり増収となりました。2021年度から2025年
度までのCAGR(年平均成長率)は5.8％となりました。

事業環境売上高
IT人材不足数は現状で33万人に上ると言われるなか、2030年には45

万人に達するなど一層の需要増が見込まれます。

※経済産業省「IT人材需給に関する調査」より作成
※ 必要人材数試算方法：需要の伸びを約5～2％に設定した「中位」シナリオを採用。

主要な財務データ

2021 2022 2023 202410,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

単位：百万円

年度2025

CAGR
(2021- 2025)

5.8%

16,000
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■ 従業員人数の推移 ■ 雇用・就労

財務・非財務データ

従業員人数の推移 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

従業員数 *1 2,335名 2,447名 2,496名 2,544名 2,542名

男性 1,696名 1,779名 1,840名 1,881名 1,872名

女性 639名 668名 656名 663名 670名

雇用・就労 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

新卒採用数 61名 74名 75名 82名 70名

キャリア採用数
*2 181名 304名 293名 298名 247名

中途採用比率 74.8% 80.4% 79.6% 78.4％ 77.9％

ダイバーシティ 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

障がい者雇用者数 59名 59名 74名 79名 78名

障がい者雇用率 *3 2.49% 2.44％ 2.92％ 3.01% 2.90%

女性管理職数 39名 47名 66名 86名 94名

外国人社員数 178名 214名 251名 286名 277名

男女別
賃金比率

正規社員労働者 － 84.0% 88.1% 88.7% 87.9%

非正規社員労働者 － 74.5% 69.9% 49.9% 71.7%

すべての労働者 － 83.8% 88.0% 88.6% 85.8%

■ ダイバーシティ

*1 男女の表記：男女比は性別を便宜上、男女いずれかとした場合としている。 *2 正社員のキャリア採用者数

*3 障がい者雇用率は、アイエスエフネット、アイエスエフネットジョイを対象として算出。「障害者雇用状況報告書」での算出条件に沿った数値。

主要な非財務データ
※2025年度の数値は、2025年12月31日時点のデータに基づいています。
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財務・非財務データ

ワークライフバランス 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

平均月間残業時間 7.1時間/月 7.3時間/月 7.1時間/月 7.0時間/月 7.3時間/月

有給休暇取得率 74.77% 79.20％ 81.14％ 86.9% 88.0%

短時間勤務利用者数 24名 45名 40名 38名 40名

育児休業*4

利用者数 36名
(男性:20,女性:16)

42名
(男性:26,女性:16)

47名
(男性:33,女性:14)

44名
(男性:31,女性:13)

58名
(男性:33,女性:25)

取得率（女性） 100% 100% 100% 100% 100%

取得率（男性） 90.9％ 74.3％ 84.6％ 91.2％ 91.1％

復帰率（女性） 93.0% 86.7％ 94.4％ 91.7％ 100.0％

復帰率（男性） 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％

両立支援休暇
利用者数*5

子の看護休暇 37名
(男性:14,女性:23)

78名
(男性:30,女性:48)

110名
(男性:61,女性:49)

121名
(男性:68,女性:53)

119名
(男性:73,女性:46)

行事休暇 63名
(男性:31,女性:32)

77名
(男性:33,女性:44)

110名
(男性:60,女性:50)

129名
(男性:56,女性:73)

112名
(男性:63,女性:49)

ｾﾙﾌｹｱ休暇 3名
(男性:0,女性:3)

7名
(男性:2,女性:5)

7名
(男性:2,女性:5)

5名
(男性:1,女性:4)

6名
(男性:2,女性:4)

配偶者出産休暇利用者数 14名 15名 16名 23名 29名

エンゲージメントスコア *6 － － － － 3.44点

■ ワークライフバランス

*4 育児休業対象者に対する取得率（翌年取得を含む）
*5 以下を理由に半休単位で可能な休暇

・子の看護休暇(年間5日間を有給、20日間を無給にて付与)
・子の行事休暇：子が18歳までの子の学校行事に参加するとき(年間2日間を有給にて付与)
・セルフケア休暇：不妊治療のための通院、性別適合手術・ホルモン治療のとき(1カ月につき1日のみ有給にて付与)

*6 2025年度より、従来の「従業員満足度調査」を「エンゲージメント調査」へ統合しました。本数値はIT部門における調査結果（5点満点）を集計したものです。
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会社概要

社名 株式会社アイエスエフネット

設立 2000 年 1月12 日

資本金 1億円

代表者
代表取締役 渡邉 幸義
（アイエスエフネットグループ代表）

役員
取締役
取締役

本村 誠基
平岩 和麻

監査役 境 健一郎

顧問

神田 安積（御茶の水ひまわり法律事務所）
湊 義和（ベストパイロット税理士法人）
安藤 健一（安藤社会保険労務士法人）
高田 佳和（Growth&Advisors株式会社）
石橋 幸生（Ｉ＆Ｉパートナーズ）
斉藤 暢子（NEUF DESIGN）

ITインフラ領域に特化した人材サービスと技術ソリューションの提供

アイエスエフネットは、ITインフラ領域において、プリセールスから
設計・構築、運用・保守まで幅広いフェーズをカバーできるエンジニア
の提供と、クラウド・ネットワーク・セキュリティなどの専門性を活か
した技術支援サービスを展開しています。企業のIT課題に対し、高度な
専門性と柔軟な支援体制で、最適なソリューションをご提案します。

また、「インフラエンジニア育成日本一」を目指し、エンジニアの成長
と活躍を支える教育体制にも注力しており、人と技術の両面から、企業
と社会の発展に貢献しています。

 人材サービス事業
• ITインフラ領域におけるエンジニアの派遣（プリセールス／設計・
構築／運用・保守）
• 労働者派遣事業
• 有料職業紹介事業
• 再就職支援事業

 ソリューションサービス事業
• ITソリューションサービスの提供（クラウド、ネットワーク、サー
バ、セキュリティ）
• ITインフラに関するコンサルティング支援（設計アセスメント、運
用改善、教育など）

 障がい者の就労支援サービス事業
• 障がい者法定雇用率達成に向けた総合サポート
• ITインフラ領域におけるチャレンジド人材の育成、定着支援
• 特例子会社による業務切り出しと雇用創出のコンサルティング

事業内容
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会社概要

東京本社：東京都港区赤坂7-1-16オーク赤坂ビル3F

赤坂オフィス：東京都港区赤坂3丁目21-3牧野ビル2F・3F

札幌支店：北海道札幌市中央区北一条西3-3ばらと北一条ビル 5F

盛岡コールセンター：岩手県盛岡市盛岡駅前通15-18ラヴィ4F

仙台支店：宮城県仙台市宮城野区榴岡3‐4-1アゼリアヒルズ2F 

沼津支店：静岡県沼津市西条町161カーニープレイス沼津ビル3F

静岡支店：静岡県静岡市葵区常磐町2-13-1住友生命静岡常磐町ビル8F

浜松営業所：静岡県浜松市中央区田町223-21ビオラ田町3F33号室

名古屋支店：愛知県名古屋市中村区名駅2-45-7松岡ビル2F

大阪支店：大阪府大阪市北区堂島1-1-5関電不動産梅田新道ビル3F

広島支店：広島県広島市中区銀山町3-1ひろしまハイビル21 4F

福岡支店：福岡県福岡市中央区天神1-12-1日之出福岡ビル10F 

佐賀サービスステーション：
佐賀県佐賀市駅南本町3-15明治安田生命佐賀ビル1F

沖縄サービスステーション

韓国
株式会社 ISFnet Korea
ソウル市江南区奉恩寺路211 グリムバウビル7F

中国
愛思弗耐特信息技術(大連)有限公司：
遼寧省大連市甘井子区軟件園路33号2 #楼 b 105A

シンガポール
GLOBAL ISF PTE. LTD.：
20 Anson Road, #11-01 Twenty Anson, Singapore, 079912

海外拠点日本拠点
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会社概要

一般社団法人アイエスエフネットベネフィット

青山事業所：東京都港区南青山1-4-2 八並ビル3F・7F

豊橋事業所：
愛知県豊橋市広小路1-18 Well Plazaユメックス8F

盛岡事業所：
岩手県盛岡市開運橋通5–6 第五菱和ビル3-B

仙台事業所：
宮城県仙台市青葉区二日町8-6 二日町島田ビル4F

グループ会社

株式会社アイエスエフネットジョイ

本社：東京都新宿区新宿1-26-9 ビリーヴ新宿5F

サービス部：東京都新宿区新宿1-26-9 ビリーヴ新宿5F

盛岡事業所：岩手県盛岡市盛岡駅前通15-18ラヴィ4F

伊達事業所：福島県伊達市諏訪野1-1-123

福島事業所：福島県福島市本町5-6草野ビル1F 

いわき平事業所：
福島県いわき市平字大町7-1平セントラルビル3F

代々木事業所：
東京都渋谷区代々木 3-31-12代々木ハイツ1号館 205

沼津事業所：
静岡県沼津市西条町161カーニープレイス沼津ビル6F

佐賀事業所：
佐賀県佐賀市駅南本町3-15明治安田生命ビル1F
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用語集

ダイバーイン雇用
さまざまな理由で就労が難しい方に対して、安心して働ける環境を創造

し提供する取り組みのことです。ダイバーインとは、ダイバーシティとイ
ンクルージョンを掛け合わせた造語で、あらゆる人に、多様な雇用で「働
く喜び」や「生きがい」を感じてもらうことを目指しています。

ISC（ISF NET Standard Concept）
ISCは従業員が人として成長するためのもの、そして“一緒に働きたいと

いう人だけがいる会社”を実現させていくためのものです。人としての成長
とは相手の立場に立って考え（利他）、行動できることです。「その嫌が
られている行為を本人が正当だと言っても、一緒に働く従業員の大多数が
ダメだと言った行為はやめること」これを皆で判断していきます。

DSP（Design Story Project）
2022年に導入された、アイエスエフネットの新しい行動規範です。当社

の企業理念や哲学、常に変化する社会とともに進化するための社風づくり
を目的としたプロジェクトの一環で策定いたしました。同プロジェクトで
は2021年に若手メンバーが主体となり開始し、2022年に6項目の行動規
範を発表しました。

10のビジョン
従業員の意見をもとに、企業文化の指針とミッションをすり合わせ、目

指すべき姿として明文化したものが「10のビジョン」です。従業員がワク
ワクする、そして、求められている近い未来の達成すべき目標を従業員と
共有するためのものです。

アイキャリアフォーラム（ I-Career Forum ）
2024年まで帰社会という名前で開催していたイベントを刷新したのが、

アイキャリアフォーラムです。常駐先で業務をする従業員も集まり、組織
の方向性やビジョンを共有する場となっています。

IRP（ ISF NET Reward Program ）
個人の業績に連動した賞与「ISF NET Reward Program」の略称です。

拡大IRP
IRPに追加して払われる業績連動型の賞与を「拡大IRP」と呼んでいます。

スキルシェアリング
エンジニアを短期間でスキルアップするために、スキルの高いエンジニ

アと共に業務を行い、ノウハウを共有して学ぶことができる施策です。
そのためにシニアやフリーランスなどの雇用を強化しています。

ISF NET 逆オフショアソリューション
海外に拠点をもつ日系企業向けに展開している、海外拠点でのIT業務を

委託できる当社のソリューション。

プリセールスエンジニア
顧客の課題やニーズをヒアリングし、最適なソリューションを提案でき

るエンジニアのことを指しており、今後さらに需要が高まることを予測し、
プリセールスエンジニアの育成を進めています。
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エンジニアの理想郷 10の項目
エンジニアの理想郷（ユートピア）を目指すために、下記10個の項目か

ら改善点と施策を検討して実行することで、すべてのエンジニアが満足で
きる環境の整備を目指しています。

チャレンジドオフィス
障がい者雇用に悩みを持つ企業に、障がい者の紹介から雇用後のサポー

トまでを行うサービスです。企業は法定雇用率の達成のみならず、雇用創
出によるCSR活動が行えます。

LCP（ Lifelong Career Potential / 生涯価値 ）
LCPは通常、LTV（Life Time Value）顧客生涯価値として企業活動や

マーケティング活動で使われる言葉ですが、アイエスエフネットではLCP
という英語を使用し、“従業員が生涯で得られる価値を最大化する”という
ことを目指しています。

リスキリング
移り変わりが早いIT業界では、時代の流れに取り残されないためにも

日々学び続ける必要があります。人財育成会社をコンセプトにしている
アイエスエフネットでは、エンジニアが学びなおしできるような教育環境
を設けています。

CDP（Career Development Program）
現在の部門から別の部門（職種）にチャレンジできる社内公募制度です。

YEC（Young Executive Candidate）
次世代の幹部を育成するための制度で、35歳未満の従業員の中から選抜

されたメンバーがYECとして活動をします。

アルムナイ
英語で「卒業生」「同窓生」を表す単語で、海外企業では再雇用のため

のアルムナイ制度が一般的に導入されています。2024年より“つながる”を
キーワードに、再雇用や新たなビジネスのつながりとしてアルムナイ制度
の強化を始めました。

健康経営
従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践することです。

アイエスエフネットでは、従業員の健康を第一に考え、従業員のヘルスケ
アをサポートする取り組みを続けています。

用語集

1. 待遇
2. 魅力的なキャリアパス
3. 自由
4. 成長
5. ISC/DSP

6. LCP
7. ダイバーイン
8. 経営安定
9. グローバル

10. 挑戦
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7つの0
10のビジョンの1つ目「人間関係の悩みゼロカンパニーを目指す」取り

組みとして、「ハラスメント、いじめ、差別・偏見、過重労働、社内派閥、
理不尽な指示、不平等」をすべて０（ゼロ）とすることを目標として掲げ
ています。

DEI
Diversity（ダイバーシティ/多様性）、Equity（エクイティ/公平性）、

Inclusion（インクルージョン/包括性）の頭文字をとった言葉で、世界共
通で使われています。従業員が持つ多様な個性を最大限に活かすことで、
企業にとって高い価値創出につながると考えています。

LGBTQIA
レズビアン（L）、ゲイ（G）、バイセクシュアル（B）、トランスジェ

ンダー（T）、クィア／クエスチョニング（Q）、インターセックス（I）、
アセクシュアル（A）の頭文字を取った言葉で、多様な性的指向や性自認
を持つ人々を表します。

FDM（Future Dream Member）
障がいのある従業員をアイエスエフネットでは「未来の夢を実現するメ

ンバー」としてFDM（Future Dream Member）と呼んでいます。

アライ（Ally）
Allyは「味方」を意味する単語で、そこから転じて「LGBTQを理解・支

援する人」を指します。

EMD（EMployment Doctor）
EMDは「EMploymentDoctor」の略称で、直訳すると「雇用、医者」

といった意味があります。EMD会議では、就労に困難を抱える方が安心し
て勤務ができるように、会社として配慮や支援方法を協議して就労支援す
ることを目的にしています。

愛ぼら
“愛のあるボランティア”活動の略称で有志で活動されています。

MYぼら
会社として実施させれる“愛ぼら”とは異なり、従業員が自ら実施された

ボランティア活動を“私（MY）のボランティア活動”として“MYぼら”と呼
んでいます。

JEBM（Junior Executive Board Member）
YEC制度（Young Executive Candidate/若手幹部候補制度）で1年間

活動し、次の選考に合格するとJEBMとして任命され、ステップアップし
た教育を受けることができます。

ISMS（Information Security Management System）
組織における情報セキュリティを管理するための仕組みです。日本語で

「情報セキュリティマネジメントシステム」と呼ばれており、情報の機密
性、完全性、可用性を維持し、リスクを管理することを目的としています。

用語集
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